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1 総　合
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日の丸ディスプレーの落日　
中国、観艦式で軍事力誇示　
ロイター記者の上告棄却　
スリランカテロ、ＮＺ報復か　
桐生、アジア陸上日本勢初Ｖ　
じゃらんじゃらん　
バンドンの子、スタート　
国鉄、帰省2500席無料に　

2
3
4
5
6
7
7
8

中部ジャワ州のスマ
ラン出入国管理事務
所は18日、出入国管
理法違反などの疑い
で、中国人と台湾人
計40人を逮捕した＝
アンタラ通信

パナソニック・ゴー
ベル・インドネシア
はミラーレスデジタ
ルのフルサイズモデ
ル「ルミックスＳシ
リーズ」発売を発表
した＝大野航太郎

為　替（23日）

日本銀行（17時現在）

１万円＝125万9000ルピア
１ドル＝1万4050ルピア

１万円＝122万600ルピア
（前日比、5400ルピア安）

両替商調べ

◇ 円・ルピア・ドル

◇ 円・ドル

世界の株価（23日）

22,259.74  
41.84 

日経平均
6,462.82

48.08

インドネシア
26,511.05

-48.49 

NYダウ（22日）

0.19% 0.75% -0.18%
※前日比は取引日ベース

１ドル＝1万3770ルピア
（同、30ルピア安）

１ドル＝111.84～86円
（同、0.05円高）
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三菱UFJ銀T.T.B

　
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
大
量
高
速
鉄

道
（
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
が
こ
の
ほ
ど
、

初
め
て
映
画
の
ロ
ケ
地
に
起
用

さ
れ
た
。
２
０
１
１
年
に
韓
国

で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
「
サ
ニ
ー
永

遠
の
仲
間
た
ち
」
の
翻
案
作
品

「
ベ
バ
ス
」
で
、
主
人
公
ら
が

乗
車
す
る
シ
ー
ン
に
使
わ
れ
る

と
い
う
。

　
同
作
は
、
大
人
に
な
っ
た
主

人
公
が
疎
遠
に
な
っ
た
学
生
時

代
の
仲
間
た
ち
と
再
結
集
す
る

友
情
物
語
で
、
過
去
と
現
在
の

時
間
軸
を
行
き
来
す
る
ス
ト
ー

リ
ー
。
１
９
９
５
、
96
年
と
、

２
０
１
９
年
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
が

舞
台
に
な
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
映
画
界
を
リ

ー
ド
し
て
き
た
マ
イ
ル
ズ
・
フ

ィ
ル
ム
が
製
作
。
ロ
ケ
は
16
日

に
行
わ
れ
た
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
の
ミ
ラ
・
レ
ス
マ
ナ
氏
は
地

元
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
に
対
し
、

「
Ｍ
Ｒ
Ｔ
は
映
画
の
ス
ト
ー
リ

ー
と
一
致
し
て
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

の
発
展
を
示
す
最
良
の
表
現
に

な
る
」
、
監
督
を
務
め
る
リ

リ
・
リ
ザ
氏
は
「
開
業
が
待
ち

望
ま
れ
て
い
た
Ｍ
Ｒ
Ｔ
は
ジ
ャ

カ
ル
タ
市
民
の
誇
り
。
全
て
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
映
画
の
観
客
に

伝
え
た
い
」
と
話
し
た
。

　
Ｍ
Ｒ
Ｔ
運
営
会
社
の
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
サ
バ
ン
ダ
ル
社
長
は

「
Ｍ
Ｒ
Ｔ
が
人
々
の
日
常
生
活

の
一
部
と
な
り
、
こ
の
シ
ー
ン

が
Ｍ
Ｒ
Ｔ
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
変

え
て
い
る
と
い
う
一
つ
の
実
例

に
な
れ
ば
」
と
語
っ
た
。

　
映
画
に
は
女
優
マ
ル
シ
ャ
・

テ
ィ
モ
テ
ィ
さ
ん
ら
が
出
演
、

年
内
の
公
開
を
予
定
し
て
い

る
。
　
　
　
　
（
上
村
夏
美
）

ＭＲＴで映画ロケ
韓国翻案作品、年内公開へ

　
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
大
統
領
は
23

日
、
西
ジ
ャ
ワ
州
ボ
ゴ
ー
ル
の

イ
ス
タ
ナ
（
大
統
領
宮
殿
）

で
、
大
統
領
選
・
総
選
挙
後
の

治
安
維
持
に
務
め
る
よ
う
国

軍
、
国
家
警
察
に
指
示
し
た
。

地
元
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
。

　
野
党
の
大
統
領
候
補
プ
ラ
ボ

ウ
ォ
氏
は
独
自
の
集
計
結
果
を

根
拠
に
勝
利
宣
言
し
、
陣
営
側

は
不
正
が
あ
っ
た
と
し
て
選
挙

無
効
な
ど
を
訴
え
て
い
る
。

　
ウ
ィ
ラ
ン
ト
政
治
・
法
務
・

治
安
調
整
相
は
、
選
挙
結
果
に

対
す
る
異
議
申
し
立
て
は
憲
法

裁
判
所
に
行
う
べ
き
だ
と
し
、

「
治
安
を
乱
す
行
為
が
あ
っ
た

場
合
、
国
軍
や
警
察
が
対
処
す

る
」
と
強
調
し
た
。

（
大
野
航
太
郎
）

  

大
統
領
選
後
の

  

治
安
維
持
を
指
示大統

領

Ｐ
Ｌ
Ｎ
社
長
容
疑
者
に

発
電
所
事
業
汚
職
事
件

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
６
割
得
票

日
本
の
在
外
投
票  

イ
ス
ラ
ム
保
守
Ｐ
Ｋ
Ｓ
が
首
位

　
日
本
で
14
日
に
行
わ
れ
た
大
統
領
・
総
選
挙
の
在
外
投
票
で
、
ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ
ド
ド
（
通
称

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
）
大
統
領
が
６
割
近
い
得
票
率
で
勝
利
し
た
。
国
会
議
員
選
挙
で
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
国
内
の
開
票
速
報
で
第
６
党
の
イ
ス
ラ
ム
保
守
政
党
・
福
祉
正
義
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｓ
）
が
最
多

得
票
し
た
一
方
で
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
新
党
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
連
帯
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｉ
）
も
躍
進
。
本
国

同
様
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
選
挙
運
動
が
展
開
さ
れ
る
な
か
、
誹
謗
（
ひ
ぼ
う
）
中
傷
も
一
部
で

過
熱
、
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
派
、
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
派
の
支
持
者
の
対
立
も
起
き
た
。
　
　
　
（
木
村
綾
）

大統領選挙

61.3％ 36.4％東京

東京

58.7％ 38.6％大阪

大阪

ジョコウィ組 プラボウォ組

日本での在外投票結果

総選挙

PKS PKBPDIP PSI グリンドラ ナスデム 民主 ゴルカル

1869

770

1727

647

1693

529

728

288

434

141

391

113

336

123

264

147

　
日
本
で
は
計
１
万
３
２
２
９

人
が
投
票
に
参
加
。
大
統
領
選

は
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
組
の
得
票
率
が

東
京
で
61
・
３
％
、
大
阪
で

58
・
７
％
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
の
得
票
率
約
54
％
（
主
要
民

間
調
査
機
関
の
開
票
速
報
）
を

上
回
っ
た
。

　
一
方
で
総
選
挙
は
、
野
党
の

イ
ス
ラ
ム
保
守
政
党
Ｐ
Ｋ
Ｓ
が

首
位
に
。
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
氏
所
属

の
世
俗
政
党
・
闘
争
民
主
党

（
Ｐ
Ｄ
Ｉ
Ｐ
）
と
Ｐ
Ｓ
Ｉ
を
加

え
た
３
強
と
い
う
独
特
な
結
果

に
な
っ
た
。

　
２
０
０
３
年
に
発
足
し
た

「
Ｐ
Ｋ
Ｓ
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

日
本
支
部
」
に
よ
れ
ば
、
Ｐ
Ｋ

Ｓ
は
04
年
、
09
年
と
日
本
で
首

位
を
獲
得
。
14
年
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｉ

Ｐ
と
僅
差
で
２
位
だ
っ
た
。
同

支
部
の
代
表
、
エ
ン
ド
リ
ア

ン
ト
・
ジ
ャ
ジ
ャ
デ
ィ
さ
ん

（
45
）
は
「
Ｐ
Ｋ
Ｓ
は
プ
ン
ガ

ジ
ア
ン
（
イ
ス
ラ
ム
の
勉
強

会
）
か
ら
生
ま
れ
た
政
党
。
新

し
く
日
本
に
来
た
人
に
プ
ン
ガ

ジ
ア
ン
で
宗
教
の
こ
と
を
教
え

る
な
ど
の
人
間
関
係
が
、
継
続

的
な
支
持
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
思
う
」
と
話
す
。
Ｐ
Ｋ
Ｓ
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
も
票
を

伸
ば
し
て
お
り
、
実
習
生
や
看

護
師
、
大
学
生
な
ど
数
年
ご
と

に
新
し
く
や
っ
て
く
る
人
た
ち

も
支
持
層
の
一
つ
で
は
な
い
か

と
指
摘
し
た
。

　
イ
ス
ラ
ム
保
守
勢
力
を
支
持

基
盤
と
す
る
Ｐ
Ｋ
Ｓ
と
対
極
に

あ
る
の
が
14
年
に
発
足
し
、
総

選
挙
初
参
加
の
Ｐ
Ｓ
Ｉ
だ
。
イ

ス
ラ
ム
で
認
め
ら
れ
て
い
る
一

夫
多
妻
制
や
シ
ャ
リ
ア
（
イ
ス

ラ
ム
法
）
反
対
も
掲
げ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
は
国
会
議
席
獲
得

に
は
ほ
ど
遠
い
結
果
に
終
わ
っ

た
が
、
日
本
で
は
３
番
手
に
付

け
た
。

　
Ｐ
Ｓ
Ｉ
関
東
支
部
は
18
年
９

月
に
発
足
。
支
部
代
表
の
デ
デ

ィ
ー
・
ア
ル
デ
ィ
ア
ン
シ
ャ
さ

ん
（
45
）
は
約
３
年
前
、
当
時

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
知
事
選
で

再
選
を
目
指
し
て
い
た

ア
ホ
ッ
ク
元
知
事
の
支

援
団
体
「
ト
ゥ
マ
ン
・

ア
ホ
ッ
ク
日
本
支
部
」

を
日
本
で
立
ち
上
げ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
経
由

で
３
０
０
人
超
の
メ
ン

バ
ー
を
集
め
た
。
メ
ン

バ
ー
ら
は
今
回
の
選
挙

　
汚
職
撲
滅
委
員
会
（
Ｋ
Ｐ

Ｋ
）
は
23
日
、
リ
ア
ウ
州
の
火

力
発
電
所
建
設
事
業
に
絡
む
贈

収
賄
事
件
に
関
与
し
た
と
し

て
、
国
営
電
力
Ｐ
Ｌ
Ｎ
の
ソ
フ

ヤ
ン
・
バ
シ
ル
社
長
を
汚
職
容

疑
者
に
認
定
し
た
。
中
国
華
電

グ
ル
ー
プ
と
ブ
ラ
ッ
ク
ゴ
ー
ル

ド
・
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
リ
ソ
ー
シ

ズ
な
ど
を
仲
介
し
た
事
業
者
か

ら
、
イ
ド
ル
ス
・
マ
ル
ハ
ム
前

社
会
相
（
ゴ
ル
カ
ル
党
）
ら
と

と
も
に
賄
賂
を
受
領
し
た
疑

い
。

　
同
日
、
事
業
の
仲
介
料
と
し

て
１
億
５
千
万
ル
ピ
ア
の
賄
賂

を
受
領
し
た
と
し
て
、
収
賄
罪

に
問
わ
れ
て
い
た
イ
ド
ル
ス
被

告
に
は
禁
錮
３
年
６
月
（
求
刑

同
５
年
）
の
判
決
が
言
い
渡
さ

れ
た
。
　
　
　
（
蓜
島
克
彦
）

汚
職
容
疑
者
に
認
定
さ
れ
た
ソ
フ
ヤ

ン
社
長
＝
ア
ン
タ
ラ
通
信

ＭＲＴで行われたロケ＝マイルズ・フィルム
公式ユーチューブ

㊤
日
本
で
行
わ
れ
た
Ｐ
Ｋ

Ｓ
の
選
挙
活
動
＝
Ｐ
Ｋ
Ｓ

情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
日
本

支
部
提
供
㊦
ジ
ョ
コ
ウ
ィ

組
支
持
を
掲
げ
る
Ｐ
Ｓ
Ｉ

の
支
持
者
ら
＝
Ｐ
Ｓ
Ｉ
関

東
支
部
提
供

で
も
、
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
組
の
日
本

で
の
支
援
活
動
を
展
開
し
て
き

た
。

　
Ｐ
Ｓ
Ｉ
関
東
支
部
の
メ
ン
バ

ー
は
現
在
４
人
だ
け
。
そ
れ
で

も
日
本
で
支
持
を
伸
ば
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
デ
デ
ィ
ー
さ
ん

は
「
ア
ホ
ッ
ク
氏
の
支
持
者
と

Ｐ
Ｓ
Ｉ
の
支
持
者
は
イ
コ
ー

ル
」
と
指
摘
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
寛
容
性
が
問
わ
れ
る
中
、

「
サ
イ
レ
ン
ト
・
マ
ジ
ョ
リ
テ

ィ
ー
（
声
な
き
多
数
派
）
」
の

支
持
を
得
た
結
果
だ
と
見
て
い

る
。

■
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
論
争
過
熱
も

　
昨
年
10
月
以
降
の
選
挙
運
動

で
、
在
日
の
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
、
プ

ラ
ボ
ウ
ォ
両
陣
営
は
日
本
各
地

で
も
支
持
集
会
を
開
き
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
情
報
発
信
す
る
な
ど
精
力

的
に
活
動
し
て
き
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
主
張
は
時
に
過
熱
。
17

日
、
開
票
作
業
の
会
場
と
な
っ

た
東
京
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
学
校

と
在
大
阪
総
領
事
館
で
は
、
プ

ラ
ボ
ウ
ォ
氏
の
支
持
者
か
ら
ジ

ョ
コ
ウ
ィ
氏
の
支
持
者
へ
の
暴

行
が
１
件
ず
つ
起
き
た
。

　
14
日
の
投
票
日
に
は
、
日
本

を
訪
問
中
の
ア
ホ
ッ
ク
氏
が
在

大
阪
総
領
事
館
を
訪
れ
た
際
、

投
票
順
序
を
め
ぐ
っ
て
プ
ラ
ボ

ウ
ォ
氏
の
支
持
者
や
係
員
と
口

論
に
も
な
っ
た
。

　
現
場
に
居
合
わ
せ
た
と
い
う

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
側
の
投
票
所
立
ち

会
い
人
、
青
木
フ
ェ
ラ
さ
ん

（
43
）
に
よ
る
と
、
ア
ホ
ッ
ク

氏
が
投
票
所
に
来
る
こ
と
を
聞

き
つ
け
た
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
氏
の
支

持
者
の
間
に
は
、
「
宗
教
冒
と

く
だ
」
「
神
は
偉
大
な
り
」
と

気
勢
を
揚
げ
る
人
も
い
た
と
い

う
。

▼対立候補の再会に向け
　大統領選後、ジョコウィ氏とプラ
ボウォ氏の面会に向けて動いている
ルフット・パンジャイタン海事調整
相は22日、プラボウォ氏と電話会談
したと明かし、（５月22日の）総選
挙委員会による公式結果を待って両
者が面会する予定と話した。

（テンポＣＯ）
▼脂肪吸引後の写真です

　美容外科クリ
ニックの開業医
で、「ジョコウ
ィ陣営の強硬
派」として鳴ら

す歌手のトンピ氏は23日、暴行捏造
事件で情報電子商取引法違反に問わ
れている野党選対幹部ラトナ・サル
ンパエット被告の公判に出廷し、
「写真を見て違和感があった」と証
言した。殴られたと主張する根拠に
なった写真は、プラボウォ氏側近の
ファドリ・ゾン国会副議長のツイッ
ターで初めて見たと話し、「脂肪吸
引手術で腫れた顔だと直感した」と
強調した。　（ドゥティックコム）
▼巨大トラのロボットで

　中央ジャカルタ区スナヤンのブン
カルノ競技場メーンスタジアムで23
日、ジャカルタ特別州のサッカーチ
ーム、プルシジャ・ジャカルタの試
合が行われ、観戦席には巨大なトラ
のロボットが現れた。（アンタラ）
▼パプアでは遅れて試験

　パプア、西
パプア州で23
日、中学校が
全国統一試験
の初日を迎え
た 。 復 活 祭

（イースター）の影響で、他の地域
より１日遅れの開始となった。

（アンタラ）
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04:00 NHKニュース おはよう日
本   

06:00 連続テレビ小説「なつぞ
ら」  (21)  

06:15 あさイチ   
07:55 みんなの体操   
08:00 ニュース・気象情報   
08:05 うたコン  「総決算！平成

ヒットパレード-第2夜-」    
08:50 歴史秘話ヒストリア  「黄

金の国ジパングを行く　金
と日本人の2000年」    

09:40 うちなーであそぼ   
09:48 視点･論点   
09:58 ワールドウェザー   
10:00 ニュース   
10:20 梅沢富美男と東野幸治のま

んぷく農家メシ！  「マッ
シュルーム　千葉県旭市」  

10:45 連続テレビ小説「なつぞ
ら」  (21)    

11:00 趣味どきっ！  （アンコー
ル）「旅したい！おいしい
浮世絵　第4回」  

11:25 NHK俳句   
11:50 おもてなしの基礎英語   
12:00 テレビで中国語  「第4

課」  
12:25 Asia Insight  選「ラオス

　変わりゆく中国人社会」    
12:55 名曲アルバム   
13:00 BSニュース   
13:10 みんなのうた   
13:15 まる得マガジン     
13:20 ウワサの保護者会  「教え

てゾロリ！子どもの気持
ち」  

13:44 楽ラクワンポイント介護   
13:50 ごごナマ  「おしゃべり日

和」  
14:45 ピタゴラスイッチミニ   
14:50 BSニュース   
15:01 にほんごであそぼ   
15:11 えいごであそぼ ｗｉｔｈ 

Ｏｒｔｏｎ   
15:21 いないいないばあっ！   
15:36 おかあさんといっしょ   
16:00 BSニュース   
16:10 みいつけた！   
16:25 天才てれびくんYOU   
17:00 NHKニュース 7     
17:30 ガッテン！  「これぞ！令

和に伝える料理ワザ　時短
ふわっトロ煮魚の神髄」  

18:15 サンドのお風呂いただきま
す  「鬼怒川温泉編」  

18:42 ミニ番組   
18:45 まいにちスクスク   
18:50 デザインあ　5分版   
19:00 ニュースウオッチ 9     
20:00 クローズアップ現代＋   
20:30 歴史秘話ヒストリア  「興

福寺　七転び八起き　日本
の文化はここで生まれた」  

21:20 ニュースきょう一日   
21:35 国際報道2019   
22:20 又吉直樹のヘウレーカ！  

「風はどこから吹いてくる
のか？」  

23:05 100分de名著  「マルク
ス・アウレリウス“自省
録”」第4回　今、ここを生
きる  

23:30 世界の哲学者に人生相談  
「ファッションセンスがな
く困っております～イマヌ
エル･カント」  

25日
00:00 あの日　わたしは～証言記

録　東日本大震災～   
00:05 みんなのうた     
00:10 きょうの健康  「メディカ

ルジャーナル」速報！高血
圧治療ガイドライン2019  

00:25 きょうの料理  「つくろ
う！にっぽんの味47」山梨
県　クレソン  

00:50 きょうの料理ビギナーズ   
00:55 まる得マガジン   
01:00 ニュースきょう一日     
01:15 時論公論   
01:30 釣りびと万歳  「能登の

“メバル3兄弟”を制覇し
ろ！～中川大志　石川・七
尾湾へ」  

02:00 ごごナマ  「おしゃべり日
和」    

02:55 ミニ番組   
03:00 おかあさんといっしょ     
03:24 みいつけた！     
03:39 コレナンデ商会   
03:49 ゴー！ゴー！キッチン戦隊

クックルン   

観
光
客
登
り
、動
画
拡
散

入
山
規
制
の
ア
グ
ン
山

中国・台湾の40人逮捕
国際振り込め詐欺か  スマラン

　
火
山
活
動
が
活
発
化
し
て
い

る
バ
リ
島
の
ア
グ
ン
山
で
、
外

国
人
観
光
客
が
山
頂
に
登
り
、

撮
影
し
た
と
み
ら
れ
る
動
画
が

拡
散
し
、
国
家
防
災
庁
（
Ｂ
Ｎ

Ｐ
Ｂ
）
が
火
口
か
ら
半
径
４
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
は
立
ち
入
り
禁
止

に
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
注
意

外国人観光客がアグン山の火口で
撮影したとみられる動画の一部＝
ＢＮＰＢのストポ・プルウォ・ヌ
グロホ広報部長の公式ツイッター
から

喚
起
し
て
い
る
。

　
Ｂ
Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
よ
る
と
、
動
画

は
18
日
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
広
ま
っ

た
。
火
口
の
様
子
と
と
も
に
２

人
の
観
光
客
が
映
っ
て
い
る
。

ア
グ
ン
山
で
は
今
月
に
入
り
、

４
日
と
21
日
に
噴
火
を
起
こ
し

て
お
り
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は

４
段
階
中
の
上
か
ら
２
番
目
が

発
令
さ
れ
、
半
径
４
キ
ロ
圏
内

を
立
ち
入
り
禁
止
に
し
て
い

る
。        

（
木
許
は
る
み
）

　
中
部
ジ
ャ
ワ
州
の
ス
マ
ラ
ン
出
入
国
管
理
事
務
所
は
18
日
、
出
入
国
管
理
法
違
反
（
不
法
滞

在
）
な
ど
の
疑
い
で
、
同
州
ス
マ
ラ
ン
市
在
住
の
中
国
人
と
台
湾
人
計
40
人
を
逮
捕
し
た
。
容

疑
者
グ
ル
ー
プ
は
、
正
式
な
入
国
許
可
を
得
ず
に
、
国
際
的
な
振
り
込
め
詐
欺
と
み
ら
れ
る
サ

イ
バ
ー
犯
罪
に
関
与
し
て
い
た
疑
い
が
あ
る
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
の
コ
ン
パ
ス
コ
ム
は
、
容
疑
者

の
一
部
が
、
日
本
を
含
め
、
ほ
か
の
国
で
も
同
様
の
犯
罪
を
行
っ
て
い
た
疑
い
が
あ
る
と
伝
え

て
い
る.

。
こ
の
件
に
つ
い
て
日
本
の
法
務
省
刑
事
局
は
、
じ
ゃ
か
る
た
新
聞
の
取
材
に
「
捜

査
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
答
え
ら
れ
な
い
」
と
回
答
し
た
。
　
　
　
　
　
（
木
許
は
る
み
）

　
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

グ
ル
ー
プ
は
閑
静
な
住
宅
街
に

拠
点
を
構
え
て
い
た
。
同
市
で

は
、
高
級
住
宅
街
で
の
犯
罪
が

相
次
い
て
お
り
、
警
察
は
監
視

強
化
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
入
管
な
ど
に
よ
る
と
、
逮
捕

さ
れ
た
の
は
、
中
国
籍
の
28
人

（
う
ち
女
２
人
）
、
台
湾
人
の

12
人
（
同
４
人
）
。
中
国
人
全

員
と
台
湾
人
１
人
は
パ
ス
ポ
ー

ト
を
所
持
せ
ず
、
入
国
書
類
に

も
不
備
が
あ
る
な
ど
、
正
規
の

居
住
許
可
を
得
て
い
な
か
っ
た

疑
い
。

　
容
疑
者
グ
ル
ー
プ
は
、
同
市

を
拠
点
に
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
を

し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
捜
査
機

関
や
法
務
関
係
者
を
名
乗
り
、

母
国
に
い
る
中
国
人
や
台
湾
人

　
23
日
午
前
10
時
半
（
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
東
部
時
間
）
ご
ろ
、
パ

プ
ア
州
ナ
ビ
レ
県
に
あ
る
ド

ウ
・
ア
ト
ゥ
ル
レ
空
港
の
管
制

塔
近
く
の
運
輸
局
事
務
所
か
ら

出
火
、
事
務
所
の
数
部
屋
を
焼

き
、
約
１
時
間
後
に
鎮
火
し

た
。
死
傷
者
は
な
か
っ
た
。
同

州
ミ
ミ
カ
発
、
同
空
港
着
の
便

が
数
時
間
遅
れ
る
な
ど
一
部
の

便
に
影
響
が
出
た
が
、
昼
す
ぎ

に
は
通
常
運
行
が
再
開
さ
れ

た
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ

た
。

　
ナ
ビ
レ
警
察
に
よ
る
と
、
出

火
原
因
は
事
務
所
に
あ
っ
た
エ

ア
コ
ン
の
電
気
回
線
の
シ
ョ
ー

ト
の
可
能
性
が
高
い
。
損
害
額

は
約
30
億
ル
ピ
ア
に
上
る
と
み

ら
れ
る
。     

（
上
村
夏
美
）

焼
け
た
運
輸
局
事
務
所
＝
ド
ゥ
テ
ィ

ッ
ク
コ
ム

に
電
話
を
し
て
、
着
信
相
手
が

犯
罪
行
為
に
関
与
し
た
と
脅

し
、
金
銭
を
要
求
し
た
と
さ
れ

る
。
電
話
は
、
ス
カ
イ
プ
な
ど

の
ア
プ
リ
も
用
い
て
い
た
。

　
容
疑
者
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、

台
湾
の
11
人
は
、
サ
イ
バ
ー
犯

罪
の
疑
い
で
、
台
湾
当
局
か
ら

国
際
指
名
手
配
を
受
け
て
い

た
。
コ
ン
パ
ス
コ
ム
に
よ
る

と
、
容
疑
者
グ
ル
ー
プ
の
一
部

は
、
２
０
１
８
年
７
月
下
旬
、

日
本
を
経
由
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
入
国
。
日
本
を
含
め
、
ほ

か
の
国
で
も
同
様
の
犯
罪
を
行

っ
て
い
た
疑
い
が
あ
る
と
い

う
。

　
シ
ン
ド
ニ
ュ
ー
ス
は
、
台
湾

か
ら
逃
げ
て
き
た
者
が
、
海
外

か
ら
電
話
を
か
け
て
詐
欺
行
為

を
し
て
た
疑
い
が
あ
る
と
指

摘
。
ス
マ
ラ
ン
入
管
の
コ
メ
ン

ト
と
し
て
、
「
日
本
で
も
そ
れ

を
や
っ
た
。
似
た
よ
う
な
手
口

の
こ
と
を
や
ろ
う
と
し
て
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
逃
げ
て
き
た
」

と
伝
え
て
い
る
。

　
ス
マ
ラ
ン
市
の
容
疑
者
グ
ル

ー
プ
の
拠
点
は
、
西
ス
マ
ラ
ン

の
プ
リ
ア
ン
ジ
ャ
ス
モ
ロ
地
区

の
高
級
住
宅
街
。
拠
点
の
建
物

は
防
音
設
備
が
施
さ
れ
て
い

た
。
捜
査
で
は
、
多
数
の
パ
ソ

コ
ン
や
電
話
、
通
信
機
器
な
ど

が
押
収
さ
れ
た
。

　
同
市
内
で
は
14
年
以
降
、
高

級
住
宅
街
な
ど
を
拠
点
に
し
た

外
国
人
の
犯
罪
集
団
が
今
回
の

事
件
を
含
め
４
件
摘
発
さ
れ
て

い
る
。
中
部
ジ
ャ
ワ
州
警
察

は
、
犯
罪
集
団
が
当
局
の
目
に

つ
き
に
く
い
ス
マ
ラ
ン
市
の
閑

静
な
地
域
を
拠
点
に
選
ぶ
可
能

性
を
示
唆
。
各
自
治
体
に
対
し

て
、
管
轄
の
高
級
住
宅
街
を
監

視
強
化
す
る
こ
と
を
要
請
し

た
。

　
容
疑
者
グ
ル
ー
プ
は
現
在
も

同
市
の
入
管
施
設
に
収
容
中
。

当
局
は
強
制
送
還
を
せ
ず
に
、

調
べ
を
続
け
る
方
針
。
有
罪
が

確
定
し
た
場
合
、
最
大
10
億
ル

ピ
ア
の
罰
金
と
６
年
の
禁
錮
刑

が
科
さ
れ
る
。

　
国
鉄
（
Ｋ
Ａ
Ｉ
）
は
23
日
、

レ
バ
ラ
ン
（
断
食
月
明
け
大

祭
）
帰
省
用
に
、
２
５
０
０
席

を
無
料
で
提
供
す
る
と
発
表
し

た
。
26
日
か
ら
専
用
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
応
募
を
受
け
付
け
る
。

　
「
ム
デ
ィ
ッ
ク
・
バ
ル
ン
・

Ｂ
Ｕ
Ｍ
Ｎ
（
国
営
企
業
で
一
緒

に
帰
ろ
う
）
」
と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
国
営
企
業
（
Ｂ
Ｕ
Ｍ

Ｎ
）
省
と
協
力
し
て
行
わ
れ

る
。
昨
年
の
１
５
２
０
席
か
ら

　
西
ジ
ャ
ワ
州
の
ブ
カ
シ
市
警

察
は
、
勤
務
先
の
コ
ン
ビ
ニ

「
ミ
ニ
マ
ー
ト
」
で
、
電
子
マ

ネ
ー
の
違
法
取
引
な
ど
に
よ

り
、
同
社
か
ら
１
億
７
７
０
０

万
ル
ピ
ア
を
得
た
と
し
て
、
横

領
の
容
疑
で
、
レ
ジ
係
の
店
員

ア
リ
ヤ
ン
デ
ィ
・
イ
ン
ド
ラ
・

プ
ラ
タ
マ
容
疑
者
（
25
）
を
逮

捕
し
た
。
21
日
に
発
表
、
地
元

メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
。

　
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

店
員
は
２
０
１
８
年
４
月
21
日

〜
11
月
27
日
ま
で
の
７
カ
月

間
、
店
内
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

て
、
銀
行
口
座
を
経
由
し
て
、

架
空
の
取
引
を
操
作
し
、
通
販

サ
イ
ト
の
「
Ｊ
Ｄ
・
Ｉ
Ｄ
」
や

「
ブ
カ
ラ
パ
ク
」
に
接
続
し
て

電
子
マ
ネ
ー
を
貯
め
て
い
た
疑

い
。

　
不
当
に
得
た
金
を
使
っ
て
、

服
や
家
電
な
ど
を
購
入
し
て
い

た
。

　
警
察
は
、
ミ
ニ
マ
ー
ト
店
舗

の
所
有
者
か
ら
通
報
を
受
け

て
、
捜
査
を
し
て
い
た
。
在
職

中
の
横
領
は
、
最
高
で
５
年
の

禁
錮
刑
が
科
さ
れ
る
。

              

（
木
許
は
る
み
）

ナ
ビ
レ
空
港
で
火
災

パ
プ
ア
州

約
６
割
増
の
２
５
０
０
席
分
が

無
料
と
な
り
、
往
路
は
５
月

26
、
27
日
、
復
路
は
６
月
15
、

16
日
。

　
往
路
は
中
央
ジ
ャ
カ
ル
タ
区

パ
サ
ー
ル
ス
ネ
ン
駅
発
で
、
復

路
は
東
ジ
ャ
ワ
州
ス
ラ
バ
ヤ
市

パ
サ
ー
ル
ト
ゥ
リ
駅
発
な
ど
。

                 

（
上
村
夏
美
）

レ
バ
ラ
ン
帰
省
用
の
無
料
席
を
発

表
し
た
国
鉄
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

帰省2500席無料に
国鉄、レバランで

  

日
本
で
も
犯
行
の
疑
い
と
報
道

逮
捕
さ
れ
た
外
国
人
と
と
も
に
、
会

見
す
る
入
国
管
理
事
務
所
職
員
ら
＝

ス
マ
ラ
ン
入
管
の
ツ
イ
ッ
タ
ー

１
億
7000
万
ル
ピ
ア

横
領

ブ
カ
シ
の
ミ
ニ
マ
ー
ト   

店
員
が
電
子
マ
ネ
ー
操
作



　「四月にバンドンへいくよ。」
と、十二月におかあさんがいいま
した。ぼくは、びっくりしまし
た。すぐ、バンドンへいくとおも
っていたからです。でもききまち
がえていました。
　ひこうきでとうきょうにいきま
した。つぎの日、インドネシアに
いきました。空こうで、ゆうとく
んに出あいました。先にきていま
した。ひこうきにのれるまでまっ
ていました。
　ひこうきの中でテレビやゲーム
をしてよるおそくまでおきていた
ので、あさはおきられませんでし
た。

　ジャカルタの空こうについた
ら、雨がふっていたけれど、とて
もあつかったです。空こうでは、
先生がきてくれました。バスにの
っているあいだ、ねました。四じ
かんぐらいたちました。バスの中
ではテレビを見ました。おもしろ
かったです。ぼくは、バンドンは
どんなところかなとおもいまし
た。
　バンドンについたらホテルにと
まりました。
　つぎの日、学校へいきました。
ぼくは一年のへやを見て、「ここ
でべんきょうするんだ。」とおも
いました。
　バンドンの生かつがたのしみに
なりました。

発
で
の
参
加
も
可
能
。

　
次
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
５
月
15

日
（
日
）
午
前
９
時
半
か
ら
、

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
プ
レ
」
で
開

催
。
バ
リ
で
バ
ッ
グ
店
「
Ｓ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
」
を
経
営
す
る
生
島
尚
美

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
、
生
島
さ
ん

が
実
践
し
た
事
業
展
開
な
ど

を
学
ぶ
。
同
キ
ャ
リ
ア
カ
フ

ェ
の
活
動
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
（www.facebook.com

/
jkt. career.cafe/

）
で
も
閲
覧

可
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
の
連
絡

可
。

　
問
い
合
わ
せ
は
ジ
ャ
カ
ル
タ

駐
在
妻
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
（
メ

ー
ルjktcareercafe@

gm
ail.

com

）
ま
で
。

コミュニティー 2018年（平成30年）４月24日（水曜日）７

県人会や大学、高校の同窓会、同好会など邦人グループの開催告知や報告を掲載します。情報お待ちしております！
①団体名②開催日時③場所④内容⑤問い合わせ先を記載。告知・募集は180字か240字、開催報告は写真付、480字で。
メールjalanjalan@jkshimbun.com　☎021・230・3830　FAX021・230・3831

情報求む

　
駐
在
者
の
妻
ら
で
キ
ャ
リ
ア

を
考
え
る
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
駐
在

妻
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
」
は
15

日
、
南
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ア
パ
ー

ト
「
ザ
・
パ
ク
ボ
ノ
ビ
ュ
ー
」

内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
プ
レ
」

で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
＝
写

真
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
ゲ
ス
ト
は
国
際

移
住
機
関
（
Ｉ
Ｏ
Ｍ
）
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
働
く
大
月
侑
美
さ

ん
。
約
25
人
が
参
加
し
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
難
民
問
題
や
日
本

の
外
国
人
労
働
者
の
問
題
を
学

ん
だ
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
後
、
主
催
者

は
、
２
０
１
９
年
度
の
活
動
指

針
を
発
表
。
勉
強
会
や
キ
ャ
リ

ア
に
関
す
る
モ
ヤ
モ
ヤ
を
話
す

交
流
会
の
ほ
か
、
参
加
者
自
ら

が
ス
キ
ル
を
生
か
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
発
案
で
き
る
企
画
な

ど
が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

を
毎
月
、
定
期
的
に
開
き
、
単

◇ジャカルタ駐在妻キャリアカフェ◇

難
民
問
題
を
学
ぶ

毎
月
企
画
を
実
施

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
ヘ

リ
テ
イ
ジ
ソ
サ
エ
テ
ィ
」
は

５
月
４
日
（
土
）
と
５
日

（
日
）
、
中
央
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

国
立
博
物
館
で
、
特
別
ガ
イ
ド

「
太
古
の
人
類
、
ジ
ャ
ワ
原

人
、
石
像
か
ら
読
み
解
く
ジ
ャ

ワ
の
信
仰
」
を
開
く
。

　
４
日
は
午
前
10
時
〜
同
11

時
、
５
日
は
午
後
１
時
半
〜
同

２
時
半
。
各
回
先
着
10
組
。
要

予
約
。
申
込
締
め
切
り
は
４
月

26
日
（
金
）
。
参
加
無
料
、
博

物
館
の
入
場
料
必
要
。

　
参
加
者
の
名
前
、
人
数
、
電

話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

記
入
し
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
で
申
し
込

む
。
即
日
ま
た
は
翌
日
ま
で
に

返
事
が
な
い
場
合
は
、
再
度
Ｓ

Ｍ
Ｓ
を
送
る
。

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

矢
野
さ
ん
（
携
帯
０
８
７
８
・

８
２
２
５
・
７
０
０
１
）
、
藤

本
さ
ん
（
同
０
８
７
８
・
８
９

２
０
・
４
３
１
３
）
ま
で
。

ジ
ャ
ワ
の
信
仰
を
解
説

◇
ヘ
リ
テ
イ
ジ
ソ
サ
エ
テ
ィ
◇

催し

▼インターレース
　書道家の高根京子さんに
よる現代書の個展「インター
レース」が、中央ジャカルタ
のフェアモントホテル２階の
サンライズアートギャラリー
で26日（金）まで開かれてい
る。
　期間中の24日（水）、26日
（金）の午前11時～午後４時
まで公開制作が行われる。高
根さんの描く、アートのよう
な現代書の制作風景を見れる
だけでなく、質問をしながら
来場者が実際に体験できる。
　「つかの間、書を通しての
異空間体験にぜひお越しくだ
さい！」
　問い合わせは高根さん（メ
ールkyo-takane@hotmail.
com）まで。

懇親会

▼ナナロク会 
　1976年～77年１～３月生ま
れの集い 「ナナロク会」は26
日（金）午後７時から、中央
ジャカルタの日本料理店「仁
左衛門」で定期懇親会を開催
する。
　問い合わせは松島さん
（携帯0811・1992・560、メー
ルyasuki_matsushima@cmp.
co.jp）まで。 
▼済々黌高校同窓会
　熊本県立済々黌（せいせい
こう）高校卒業生の同窓会が
このほど発足し、会員を募集
している。第１回の懇親会を
27日（土）午後６時から、中
央ジャカルタのもつ鍋居酒屋
「てんじん」で開催予定。
　「懇親会を通じて交流を深
めることが目的です」

　問い合わせは松久保さん
（携帯0812・1352・6681、メー
ルmatsukubo@nifty.com）ま
で。
▼神山会
　京都産業大学の同窓生の集
まり「神山会」は27日（土）
午後６時半から、南ジャカル
タの日本料理店「奥園」で懇
親会を開く。
　問い合わせは田村さん
（メールnirwana8787@gmail.
com）まで。
▼ジャカルタ・ソフィア
　上智大学の同窓会「ジャカ
ルタ・ソフィア」は５月１日
（水）正午から、南ジャカル
タのパクブウオノ・レジデン
ス・アパートメントでＢＢＱ
大会を開催する。
　「当ＢＢＱ大会は、炭・
網・飲み物などの準備はしま
すが、食べ物は参加者の持参

となります」
　問い合わせは坂倉さん（携
帯0811・189・5130、メール
h.sakakura@bandoindonesia.
com）まで。

ゴルフコンペ

▼長野県人会
　長野県人会は５月1 2日
（日）にバンテン州タンゲラ
ンのティガラクサ（旧タカ
ラ）ゴルフ＆リゾートで第30
回ゴルフコンペを開催する。
　午前５時半受付開始。プレ
ー費は１人60万ルピア、参加
費は男性10万ルピア、女性は
５万ルピア。会食費は割り勘
になる。
　申込締め切りは５月６日
（月）。
　問い合わせは山中さん（メ
ールyamanaka@indotaisei.
com）まで。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
Ｊ
２
ネ
ッ
ト
」
は
26
日

（
金
）
午
前
９
時
半
〜
同
11
時

半
、
南
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
パ
ク
ボ

ノ
ビ
ュ
ー
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ア
プ
レ
」
で
勉
強
会
を
開
催

す
る
。

　
テ
ー
マ
は
、
メ
ン
バ
ー
が
見

た
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
学
校
の

現
状
」
と
「
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
活
動
」
。

　
希
望
者
は
交
流
ラ
ン
チ
会
が

あ
る
。

　
参
加
費
は
１
人
５
万
ル
ピ
ア

（
１
ド
リ
ン
ク
込
）
。

　
Ｊ
２
ネ
ッ
ト
は
、
約
20
年
前

か
ら
、
日
本
人
の
駐
在
妻
が
中

心
と
な
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
。

　
そ
の
活
動
の
一
つ
「
奨
学
金

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
貧
し
く
て

学
校
に
通
う
の
が
困
難
な
子
ど

も
た
ち
に
、
奨
学
金
を
届
け
て

い
る
。

　
申
し
込
み
は
名
前
と
連
絡
先

を
書
い
て
メ
ー
ル
を
送
る
。

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

（
メ
ー
ルj2 net.scholarship.

jkt@
gm
ail.com

）
ま
で
。

勉
強
会
を
開
催

◇
Ｊ
２
ネ
ッ
ト
◇

バンドンにきたよ
小学部１年
田なべ　つぐと

　レバランにみんなでバリへいき
ました。ぼくは、とてもたのしみ
でした。シュノーケリングをする
からです。
　バンドン空こうでひこうきをま
つところでは、人がいっぱいいま
した。人がすくなくなったら、ひ
こうきにのりました。バリのうみ
はどんなところかかんがえまし
た。
　「きれいで、いっぱいさかなが
見れるかな。」
とおもいました。シュノーケリン
グがとてもたのしみになりまし
た。その日は、ホテルにとまりま

した。
　つぎの日、シュノーケリングを
するのでおかあさんといっしょに
じゅんびをしました。手つだいも
しました。
　バスにのってふねにのるところ
までいきました。そこから、ふね
にのってシュノーケリングをする
ところにいきました。
　ついてから、うきわをもちなが
ら、いっぱいさかなを見ました。
ニモの赤ちゃんも見つけました。
と中でおねえちゃんが気もちわる
くなりました。ぼくは、さかなを
ずっと見ていました。
　じかんになったので、ふねでか
えりました。とてもたのしかった
です。

シュノーケリングをしたよ
小学部１年
ほりさわ　ゆうと

　今回いっしょに交流した友だち
の名前は、キンタラ君といいま
す。キンタラ君とは、未来のゆめ
が、同じだったのでうれしかった
です。どんなゆめかというとサッ
カー選手になりたいというゆめが
同じでした。
　キンタラ君は、つるを作るとき
ぼくのやり方を二回見たら、キン
タラ君は、半分までおぼえまし
た。あとは、小さいつるを作ると
きにキンタラ君は、きれいに作れ
たので、すごかったです。
　茶道のときにぼくの話を一回聞
いただけでできたのですごかった
です。キンタラ君がお茶を飲んだ
ときにあじは、

「にがいけど、おいしかった。」
と言って喜んでくれたのでうれし
かったです。
　書道のときキンタラ君は、紙の
うらと表がわからなかったのでぼ
くが教えました。次にふでの持ち
方がキンタラ君は、えんぴつの持
ち方だったので、立てて持つよう
に教えてあげました。そうしたら
上手に持てるようになりました。
それから、かたかなのはねはらい
をぼくが最初に書いた見本をあげ
ました。キンタラ君がそれをよく
見て書いていたのできれいに書け
ました。
　また、キンタラ君に会えたらい
っしょにサッカーをやりたいで
す。あとゲームのことをいっぱい
話したいです。キンタラ君のこと
をまだ知りたいです。

楽しかった交流会
小学部４年
金川　裕一

　本日からバンドン日本人学校（ＢＪＳ）児童・生徒の作文集「バン
ドンの子」（2018年度）を順次、掲載します。

お知らせ

（2018年度）
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プ
ロ
野
球

９－９で引き分け

　点を奪い合い、延長十二回９－９で引き分けた。西武は５－
８の八回に中村のソロ、山川と森の連続適時打などで４点を奪
って逆転した。ロッテはその裏に鈴木の右翼へのソロで追い付
いた。九回以降はともに救援陣が踏ん張り、譲らなかった。

（延長十二回終了規定により引き分け）
木村１号(1)（涌井）山川８号(1)（涌井）中村３号(1)（唐
川）鈴木２号(1)（小川）

本

ロッテ 西　武９ ー ９

西　武　　０１０　２１１　０４０　０００｜９
ロッテ　　１００　４０２　１１０　０００｜９

リ
ー
グ  

23
日

パ楽天が３連勝

　楽天が３連勝。０―１の六回にブラッシュのソロで追い付
き、九回にウィーラーが決勝３ランを放った。辛島は七回途中
まで試合をつくり、ハーマンが３勝目。日本ハムは杉浦が５回
無安打無失点と好投したが、抑えの秋吉がつかまった。

ハーマン13試合３勝１敗
松井13試合８Ｓ
秋吉９試合１敗３Ｓ
ブラッシュ２号(1)（バーベイト）ウィーラー６号(3)（秋吉）

勝
Ｓ
敗
本

日本ハム 楽　天１ ー ４

楽　天　　０００　００１　００３｜４
日ハム　　０００　１００　０００｜１

勝
敗
本

広島の小窪がサヨナラ打

　広島が今季２度目のサヨナラ勝ちで５連勝。同点の九回２死
満塁で小窪が右前打を放ち、試合を決めた。アドゥワは７回２
失点の好投。３番手の中崎が今季初勝利。中日は平田のソロ２
本に終わり、８回２失点の大野雄を援護できなかった。

中崎８試合１勝２敗２Ｓ
Ｒ・マルティネス６試合１敗
平田２号(1)、３号(1)（アドゥワ）磯村１号(1)（大野雄）

広　島 中　日３ ー ２

中　日　１００　０１０　０００　 ｜２
広　島　１１０　０００　００1X　｜３

リ
ー
グ   

23
日

セ巨人が４連勝

　巨人が投打で圧倒して４連勝。山口は力のある球を内外角に
投げ分け、８回１安打無失点で開幕４連勝を飾った。打線は一
回にビヤヌエバの犠飛で先制。三、四回に１点ずつ加え、終盤
には計６得点で駄目押しした。ヤクルトは打線が沈黙。

山口４試合４勝
原４試合２勝１敗
丸６号(1)（田川）

勝
敗
本

ヤクルト 巨　人０ ー ９

巨　人　１０１　１００　０２４｜９
ヤクル　０００　０００　０００｜０

阪神の青柳が今季初勝利

　阪神が連敗を３で止めた。一回に３連打と福留の犠飛で２点
先取。二回に近本が適時打、五回には福留が３ランを放ち大勢
を決めた。青柳はテンポよく七回途中まで投げて今季初勝利。
ＤｅＮＡは佐野の３ランで反撃したが及ばず６連敗。

青柳４試合１勝２敗
上茶谷４試合２敗
福留２号(3)（上茶谷）佐野２号(3)（青柳）

ＤｅＮＡ 阪　神３ ー ８

阪　神　２１０　０３０　２００｜８
ＤｅＮ　０００　０００　３００｜３
勝
敗
本

桐
生
、10
秒
10
で
優
勝

ア
ジ
ア
選
手
権  

男
子
100
で
日
本
勢
初

　

【
ド
ー
ハ
時
事
】
陸
上
の
ア

ジ
ア
選
手
権
第
２
日
は
22
日
、

ド
ー
ハ
で
行
わ
れ
、
男
子
１
０

０
メ
ー
ト
ル
決
勝
で
桐
生
祥
秀

（
日
本
生
命
）
が
10
秒
10
（
追

い
風
１
・
５
メ
ー
ト
ル
）
で
優

勝
し
た
。
こ
の
種
目
で
日
本
勢

の
優
勝
は
初
め
て
。
山
県
亮
太

（
セ
イ
コ
ー
）
は
右
太
も
も
裏

の
違
和
感
の
た
め
、
棄
権
し

た
。

　

男
子
は
や
り
投
げ
の
新
井
涼

平
（
ス
ズ
キ
浜
松
Ａ
Ｃ
）
が
81

メ
ー
ト
ル
93
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
。
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
ウ
ォ

ル
シ
ュ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
（
富
士

通
）
、
４
０
０
メ
ー
ト
ル
障
害

の
安
部
孝
駿
（
ヤ
マ
ダ
電
機
）

は
５
位
だ
っ
た
。

　

女
子
は
走
り
幅
跳
び
で
高
良

彩
花
（
筑
波
大
）
が
６
メ
ー
ト

ル
16
で
銀
メ
ダ
ル
。
ハ
ン
マ
ー

投
げ
の
渡
辺
茜
（
丸
和
運
輸
機

関
）
が
63
メ
ー
ト
ル
54
で
銅
。

１
０
０
メ
ー
ト
ル
準
決
勝
で

は
、
福
島
千
里
（
セ
イ
コ
ー
）

が
12
秒
02
で
敗
退
し
た
。

ス
タ
ー
ト
改
良
で
武
器
に
磨
き

　

桐
生
は
ア
ジ
ア
の
頂
上
決
戦

陸
上

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
力
み
な

く
滑
ら
か
に
飛
び
出
し
た
。
男

子
１
０
０
メ
ー
ト
ル
決
勝
。
30

メ
ー
ト
ル
付
近
か
ら
ス
イ
ッ
チ

が
入
っ
た
よ
う
に
切
れ
味
鋭
く

加
速
す
る
。
並
ん
で
い
た
ア
ジ

ア
の
強
豪
か
ら
後
半
で
す
っ
と

抜
け
出
し
、
胸
を
突
き
出
し
な

が
ら
ゴ
ー
ル
を
駆
け
抜
け
た
。

　

10
秒
10
。
日
本
最
速
の
男

が
、
こ
の
種
目
の
日
本
選
手
で

初
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。
「
タ

イ
ト
ル
を
取
れ
た
の
は
で
か

い
。
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
は
ち
ょ

っ
と
や
っ
て
み
た
か
っ
た
の

で
」
。
最
後
の
シ
ー
ン
を
お
ど

け
な
が
ら
振
り
返
り
、
笑
っ
て

喜
ん
だ
。

　

３
月
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
合

宿
か
ら
、
ス
タ
ー
ト
を
改
良
し

た
。
力
を
使
わ
ず
に
腕
を
コ
ン

パ
ク
ト
に
振
る
よ
う
に
し
、
土

江
コ
ー
チ
い
わ
く
、
「
全
力
で

集
中
せ
ず
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
み

込
み
過
ぎ
な
い
ス
タ
ー
ト
」
。

目
的
は
武
器
で
あ
る
中
盤
の
加

速
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め

だ
。
桐
生
は
「
全
員
前
に
出
ら

れ
て
も
、
最
後
に
抜
く
イ
メ
ー

ジ
」
を
思
い
描
く
。
失
速
も
減

り
、
終
盤
も
走
り
に
勢
い
が
あ

っ
た
。

　

周
り
の
選
手
の
情
報
は
頭
に

入
れ
ず
、
自
分
の
走
り
に
集

中
。
自
己
記
録
９
秒
94
の
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
（
バ
ー
レ
ー
ン
）
ら

強
敵
と
の
競
り
合
い
を
制
し
、

自
信
は
深
ま
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
喜
び
は
控
え
め
だ
。
「
日

本
選
手
権
も
世
界
陸
上
も
あ

る
。
こ
の
ま
ま
い
け
ば
落
ち
着

い
て
レ
ー
ス
が
で
き
る
。
こ
と

し
は
違
う
」
。
成
長
を
示
す
勝

負
の
舞
台
は
ま
だ
先
に
あ
る
。

　

【
ド
ー
ハ
時
事
】
陸
上
の
ア

ジ
ア
選
手
権
第
３
日
は
23
日
、

ド
ー
ハ
で
行
わ
れ
た
。

　

男
子
２
０
０
メ
ー
ト
ル
予
選

で
小
池
祐
貴
（
住
友
電
工
）
が

21
秒
18
（
追
い
風
２
・
０
メ
ー

ト
ル
）
の
５
組
１
着
で
準
決
勝

に
進
ん
だ
。

　

女
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル
障
害

予
選
は
木
村
文
子
（
エ
デ
ィ
オ

ン
）
が
13
秒
19
の
全
体
ト
ッ
プ

で
決
勝
に
進
出
。
青
木
益
未

（
七
十
七
銀
行
）
も
13
秒
31
で

通
過
し
た
。

　

男
子
１
１
０
メ
ー
ト
ル
障
害

予
選
で
は
金
井
大
旺
（
ミ
ズ

ノ
）
が
13
秒
67
、
高
山
峻
野

（
ゼ
ン
リ
ン
）
が
13
秒
69
で
決

勝
に
進
ん
だ
。

広
島
、３
連
勝
で
首
位

Ａ
Ｃ
Ｌ　

川
崎
は
ホ
ー
ム
で
分
け
る

　

【
大
邱
（
韓
国
）
時
事
】
サ

ッ
カ
ー
の
ア
ジ
ア
・
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ズ
リ
ー
グ
（
Ａ
Ｃ
Ｌ
）
は

23
日
、
各
地
で
１
次
リ
ー
グ
第

４
戦
が
行
わ
れ
、
Ｆ
組
の
広
島

は
敵
地
で
大
邱
（
韓
国
）
に
１

―
０
で
競
り
勝
っ
た
。
３
連
勝

の
勝
ち
点
９
で
首
位
に
浮
上

し
、
１
次
リ
ー
グ
突
破
に
前
進

し
た
。
Ｈ
組
の
Ｊ
１
王
者
、
川

サ
ッ
カ
ー

崎
は
ホ
ー
ム
で
蔚
山
（
韓
国
）

と
２
―
２
の
引
き
分
け
に
終
わ

り
、
１
勝
１
分
け
２
敗
の
勝
ち

点
４
。

　

広
島
は
前
半
に
Ｃ
Ｋ
か
ら
荒

木
が
先
制
点
。
そ
の
ま
ま
守
り

切
っ
た
。
川
崎
は
１
点
を
追
う

終
盤
に
知
念
の
ゴ
ー
ル
で
辛
う

じ
て
追
い
付
い
た
。
蔚
山
は
勝

ち
点
８
で
Ｈ
組
首
位
。

　

Ｆ
組
の
本
田
圭
佑
が
所
属
す

る
メ
ル
ボ
ル
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ー

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
は
広
州

恒
大
（
中
国
）
と
１
―
１
で
引

き
分
け
、
本
田
は
欠
場
し
た
。

　

試
合
終
了
の
笛
に
、
川
崎
の

面
々
は
ピ
ッ
チ
に
座
り
込
ん

だ
。
１
次
リ
ー
グ
突
破
に
向

け
、
ホ
ー
ム
で
勝
ち
点
３
が
欲

し
か
っ
た
一
戦
。
何
と
か
引
き

分
け
に
は
持
ち
込
ん
だ
が
、
圧

倒
的
に
ボ
ー
ル
を
支
配
し
な
が

ら
勝
ち
越
せ
な
か
っ
た
。
悔
し

さ
が
募
っ
た
。

　

１
点
を
追
う
後
半
37
分
、
レ

蔚山戦の前半、先制ゴールを決めた小林（左から２人
目、背番号11）を祝福する川崎イレブン＝23日、神奈
川・等々力陸上競技場　

ア
ン
ド
ロ
ダ
ミ
ア
ン
と
と
も
に

こ
ぼ
れ
球
に
反
応
し
た
知
念

が
、
き
っ
ち
り
と
押
し
込
ん

だ
。
試
合
を
振
り
出
し
に
戻

し
、
そ
の
後
は
一
方
的
に
攻
め

立
て
た
。
国
内
リ
ー
グ
で
も
４

戦
連
発
と
勢
い
に
乗
る
知
念
や

小
林
が
惜
し
い
シ
ュ
ー
ト
を
放

つ
。
だ
が
、
自
陣
に
深
く
下
が

っ
た
蔚
山
の
堅
守
を
崩
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。

　

ボ
ー
ル
を
失
っ
た
後
の
守
備

の
甘
さ
が
、
苦
し
い
展
開
を
招

い
た
。
前
半
17
分
に
左
Ｃ
Ｋ
の

混
戦
か
ら
追
い
付
か
れ
、
31
分

に
は
４
人
で
囲
み
な
が
ら
ジ
ュ

ニ
オ
ー
ル
に
ド
リ
ブ
ル
突
破
を

許
し
、
そ
の
ま
ま
勝
ち
越
し
点

を
決
め
ら
れ
た
。
陣
形
を
コ
ン

パ
ク
ト
に
保
て
て
い
れ
ば
、
結

果
は
違
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

前
節
は
蔚
山
に
、
後
半
ロ
ス

タ
イ
ム
の
失
点
で
黒
星
を
喫
し

た
。
借
り
を
返
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
勝
ち
点
１
で
16

強
入
り
に
望
み
は
つ
な
い
だ
。

厳
し
い
戦
い
の
中
、
Ｊ
１
王
者

は
意
地
を
見
せ
ら
れ
る
か
。　

川
崎
、悔
し
い
ド
ロ
ー

１
次
リ
ー
グ
突
破
に
は
望
み

小
池
、男
子
200
準
決
勝
へ

ア
ジ
ア
選
手
権

　

か
つ
て
は
ア
フ
リ
カ
な
ど
を

舞
台
に
、
今
で
は
南
米
で
行
わ

れ
て
い
る
自
動
車
の
ダ
カ
ー

ル
・
ラ
リ
ー
（
通
称
パ
リ
ダ

カ
）
で
、
ト
ラ
ッ
ク
部
門
の
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
長
く
活
躍

し
、
「
ダ
カ
ー
ル
の
鉄
人
」
の

異
名
を
持
つ
菅
原
義
正
さ
ん

（
77
）
が
23
日
、
ダ
カ
ー
ル
・

菅
原
さ
ん
、「
ダ
カ
ー
ル
」引
退

77
歳
、二
つ
の
ギ
ネ
ス
記
録
保
持

ラ
リ
ー
か
ら
の
引
退
を
発
表
し

た
。

　

ダ
カ
ー
ル
へ
の
挑
戦
は
１
月

に
ペ
ル
ー
で
開
催
さ
れ
た
２
０

１
９
年
大
会
を
最
後
と
し
、

「
後
進
に
道
を
譲
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
チ
ー
ム
代
表
を
息
子

の
照
仁
に
譲
り
、
新
た
な
ド
ラ

イ
バ
ー
の
人
選
も
任
せ
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
次
男
の
照

自
動
車
ラ
リ
ー

仁
さ
ん
も
ト
ラ
ッ
ク
部
門
で
ダ

カ
ー
ル
参
戦
を
続
け
て
い
る
ド

ラ
イ
バ
ー
。

　

北
海
道
小
樽
市
出
身
の
菅
原

さ
ん
は
、
１
９
８
３
年
大
会
の

二
輪
部
門
で
パ
リ
ダ
カ
初
出

場
。

　

四
輪
部
門
を
経
て
、
92
年
大

会
か
ら
は
日
野
レ
ン
ジ
ャ
ー
の

ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、
ト
ラ
ッ
ク

部
門
で
参
戦
し
た
。
ダ
カ
ー

ル
・
ラ
リ
ー
で
の
連
続
出
場
36

回
と
連
続
完
走
20
回
（
と
も
に

中
止
の
08
年
大
会
除
く
）
は
ギ

ネ
ス
世
界
記
録
に
認
定
さ
れ
て

い
る
。

　

な
お
、
菅
原
さ
ん
は
「
私
の

キ
ャ
リ
ア
を
終
わ
ら
せ
る
つ
も

り
は
な
く
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
現
役
続
行
の
意
向
を

示
し
た
。

ダ
カ
ー
ル
・
ラ
リ
ー
か
ら
の
引
退

を
発
表
し
た
菅
原
義
正
さ
ん
。
＝

２
０
１
８
年
７
月
20
日
、
ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＝
時
事
）

　

前
カ
ー
ド
で
巨
人
に
屈
辱
の

３
連
敗
を
喫
し
、
単
独
最
下
位

に
沈
ん
だ
阪
神
。
２
試
合
連
続

で
零
封
負
け
と
沈
黙
し
て
い
た

打
線
が
、
こ
の
日
は
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ

の
上
茶
谷
に
襲
い
か
か
っ
た
。

　

一
回
、
糸
原
の
内
野
安
打
と

糸
井
の
二
塁
打
で
生
ま
れ
た
１

死
二
、
三
塁
の
好
機
。
こ
こ
で

４
番
の
大
山
が
中
前
へ
運
ぶ
先

制
打
で
19
イ
ニ
ン
グ
ぶ
り
の
得

点
を
挙
げ
る
と
、
福
留
も
き
っ

ち
り
と
犠
飛
で
加
点
し
た
。

　

大
山
は
「
前
回
、
青
柳
さ
ん

の
登
板
の
時
に
援
護
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
初
回

か
ら
先
制
す
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
」
と
喜
ん
だ
。
先
発

の
青
柳
は
16
日
の
ヤ
ク
ル
ト
戦

で
７
回
無
失
点
と
好
投
し
た

が
、
試
合
は
引
き
分
け
に
終
わ

っ
た
。
ま
だ
白
星
の
な
い
右
腕

の
た
め
に
、
チ
ー
ム
が
一
丸
と

な
っ
た
。

　

矢
野
監
督
は
「
（
援
護
の
た

め
に
）
ま
ず
は
点
を
取
ら
な
い

と
い
け
な
い
。
み
ん
な
に
期
待

し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
た
。

阪
神
打
線
に
つ
な
が
り

青
柳
を
力
強
く
援
護

男子100メートルで優勝し、メダルを手に
笑顔の桐生祥秀＝22日、ドーハ（ＡＦＰ
＝時事）

巨　人
ヤクルト
中　日
広　島
ＤｅＮＡ
阪　神

20
22
20
21
21
22

13
12
11
9
9
8

7
9
9
12
12
13

0
1
0
0
0
1

.650

.571

.550

.429

.429

.381

--
1.5
0.5
2.5
0.0
1.0

チーム 試 勝 敗 分 率 差

楽　天
ソフトＢ
日本ハム
西　武
ロッテ
オリックス

20
22
21
20
20
21

13
12
9
8
8
7

6
8
10
11
11
11

1
2
2
1
1
3

.684

.600

.474

.421

.421

.389

--
1.5
2.5
1.0
0.0
0.5

チーム 試 勝 敗 分 率 差

セ

パ
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Ｎ
Ｚ
乱
射
の
報
復
か

ス
リ
ラ
ン
カ
爆
弾
テ
ロ
、死
者
320
人
超

　
【
コ
ロ
ン
ボ
時
事
】
日
本
人

１
人
を
含
む
多
数
の
犠
牲
者
を

出
し
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の
連
続
爆

弾
テ
ロ
事
件
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ

の
ウ
ィ
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
国
防

担
当
国
務
相
は
23
日
、
初
期
段

階
の
捜
査
の
結
果
と
し
て
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
Ｎ
Ｚ
）
中

部
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
で
３

月
に
起
き
た
銃
乱
射
テ
ロ
事
件

の
報
復
と
の
見
方
を
示
し
た
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信
な
ど
が
伝
え
た
。

　
Ｎ
Ｚ
の
事
件
で
は
、
２
カ
所

の
モ
ス
ク
（
イ
ス
ラ
ム
礼
拝

所
）
が
襲
撃
さ
れ
、
50
人
が
犠

牲
と
な
っ
た
。

　
国
防
担
当
国
務
相
は
、
ス
リ

ラ
ン
カ
国
内
の
イ
ス
ラ
ム
過
激

派
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
タ
ウ
ヒ
ー

ド
・
ジ
ャ
マ
ア
（
Ｎ
Ｔ
Ｊ
）
」

に
よ
る
犯
行
と
見
て
い
る
こ
と

も
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
、

過
激
派
組
織
「
イ
ス
ラ
ム
国
」

（
Ｉ
Ｓ
）
は
系
列
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
、
「
ス
リ
ラ
ン
カ
で
有
志

連
合
の
国
民
と
キ
リ
ス
ト
教
徒

を
狙
っ
た
の
は
Ｉ
Ｓ
の
戦
闘
員

だ
」
と
犯
行
を
主
張
。
た
だ
、

信
ぴ
ょ
う
性
は
不
明
だ
。

　
今
回
の
事
件
を
受
け
、
ス
リ

ラ
ン
カ
政
府
は
23
日
、
非
常
事

態
を
宣
言
。
非
常
事
態
宣
言
に

よ
り
治
安
機
関
の
権
限
を
強
化

し
、
捜
査
の
進
展
を
図
る
。

　
警
察
に
よ
れ
ば
、
事
件
の
死

者
は
３
２
０
人
以
上
に
達
し

た
。
警
察
は
こ
れ
ま
で
に
シ
リ

ア
人
１
人
を
含
む
40
人
を
拘
束

し
た
。

　
地
元
紙
デ
ー
リ
ー
・
ミ
ラ
ー

（
電
子
版
）
は
「
警
察
が
治
安

裁
判
所
に
対
し
、
（
死
亡
し

た
高
橋
香
さ
ん
が
被
害
に
遭
っ

た
）
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
ホ
テ
ル
で

自
爆
し
た
の
は
イ
ン
サ
ー
ン
・

シ
ー
ラ
バ
ン
容
疑
者
だ
と
報
告

し
た
」
と
報
道
。
Ｎ
Ｔ
Ｊ
の
メ

ン
バ
ー
と
み
ら
れ
る
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｊ
は
、
こ
れ
ま
で
危
険

な
過
激
派
と
し
て
存
在
を
認
知

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
た
だ
、
22
日
に
記
者
会

見
し
た
セ
ナ
ラ
ト
ネ
保
健
相
に

よ
る
と
、
今
月
４
日
に
自
爆
犯

に
関
す
る
情
報
が
海
外
情
報
機

関
か
ら
政
府
に
寄
せ
ら
れ
て
い

た
。
国
防
省
は
９
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｊ

の
名
前
を
明
ら
か
に
し
た
上
で

警
察
高
官
に
情
報
を
伝
え
た

が
、
十
分
な
対
応
は
取
ら
れ
な

か
っ
た
。
　

デ
ー
タ
流
通
管
理
で
連
携

日
仏
首
脳   

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
再
建
支
援

　
【
パ
リ
時
事
】
フ
ラ
ン
ス
を

訪
問
中
の
安
倍
晋
三
首
相
は
23

日
、
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
と
パ
リ

の
大
統
領
府
で
会
談
し
た
。
両

首
脳
は
６
月
下
旬
に
大
阪
市
で

開
か
れ
る
20
カ
国
・
地
域
（
Ｇ

20
）
首
脳
会
議
で
の
共
同
歩
調

を
確
認
し
、
デ
ー
タ
流
通
に
関

す
る
国
際
ル
ー
ル
の
策
定
に
向

け
連
携
し
て
い
く
こ
と
で
一
致

し
た
。
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂

の
火
災
を
受
け
、
首
相
は
再
建

に
協
力
す
る
意
向
を
伝
え
、
マ

ク
ロ
ン
氏
は
謝
意
を
示
し
た
。

　
首
相
は
Ｇ
20
、
マ
ク
ロ
ン

氏
は
８
月
の
先
進
７
カ
国
（
Ｇ

７
）
首
脳
会
議
の
議
長
を
務
め

る
。
首
相
は
デ
ー
タ
流
通
ル
ー

ル
を
協
議
す
る
世
界
貿
易
機
関

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
下
の
枠
組
み
「
大

阪
ト
ラ
ッ
ク
」
創
設
に
つ
い
て

大
阪
Ｇ
20
で
の
合
意
を
目
指
し

て
お
り
、
マ
ク
ロ
ン
氏
に
協
力

を
要
請
。
会
談
に
先
立
つ
共
同

記
者
発
表
で
、
自
由
貿
易
の
推

進
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

た
世
界
経
済
の
成
長
な
ど
を
Ｇ

20
の
主
要
議
題
に
挙
げ
、
「
団

結
し
て
対
処
す
る
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
出
し
た
い
」
と
訴

え
た
。
　

　
マ
ク
ロ
ン
氏
は
デ
ー
タ
流
通

管
理
に
つ
い
て
「
Ｇ
７
で
も
フ

ォ
ロ
ー
し
た
い
」
と
表
明
し

た
。 米

空
軍
ト
ッ
プ
が
単
独
会
見

Ｆ
35
安
全
性
に「
絶
対
の
自
信
」

墜
落
で
も
運
用
・
調
達
は
不
変

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
時
事
】
米
空

軍
制
服
組
ト
ッ
プ
の
ゴ
ー
ル
ド

フ
ィ
ン
空
軍
参
謀
総
長
は
22
日

ま
で
に
、
航
空
自
衛
隊
の
最
新

鋭
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
Ｆ
35
の

墜
落
事
故
に
関
し
、
安
全
性
に

は
「
絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い

る
」
と
述
べ
、
今
後
の
運
用
や

調
達
方
針
に
影
響
は
な
い
と
い

う
見
通
し
を
明
ら
か
に
し
た
。

国
防
総
省
で
時
事
通
信
と
の
単

独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。

　
ゴ
ー
ル
ド
フ
ィ
ン
氏
は
、
第

４
世
代
戦
闘
機
で
あ
る
Ｆ
15
や

Ｆ
15
の
開
発
・
運
用
初
期
段
階

と
比
べ
、
「
（
第
５
世
代
の
）

Ｆ
35
は
（
安
全
面
で
）
素
晴
ら

し
い
結
果
を
残
し
て
い
る
」
と

強
調
。
空
軍
仕
様
の
Ｆ
35
Ａ
は

「
安
全
な
だ
け
で
な
く
、
戦
闘

に
お
い
て
非
常
に
高
い
能
力
を

発
揮
す
る
」
と
評
価
し
た
。

　
行
方
不
明
の
機
体
捜
索
や
事

故
原
因
の
究
明
に
は
「
要
請
が

あ
れ
ば
協
力
を
惜
し
ま
な
い
」

と
明
言
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
と
北
大
西
洋
条
約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
に
Ｆ
35
の
課

題
や
相
互
運
用
性
を
話
し
合
う

「
運
用
国
グ
ル
ー
プ
」
が
あ

り
、
こ
う
し
た
他
の
運
用
国
の

た
め
に
Ｆ
35
の
性
能
に
関
す
る

機
密
情
報
を
守
る
こ
と
が
大
切

だ
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　
Ｆ
35
の
性
能
に
つ
い
て
は

味
方
の
航
空
機
や
艦
船
、
衛
星

な
ど
か
ら
敵
の
防
御
態
勢
に
関

す
る
情
報
を
集
め
、
状
況
に
応

じ
て
最
も
効
果
的
な
攻
撃
作
戦

を
選
択
、
指
揮
で
き
る
「
唯
一

か
つ
最
重
要
の
兵
器
だ
」
と
説

明
。
中
国
の
優
れ
た
防
空
能
力

に
対
抗
す
る
上
で
必
要
不
可
欠

だ
と
す
る
一
方
で
、
戦
争
で
は

な
く
抑
止
の
た
め
に
Ｆ
35
を
含

む
軍
事
力
を
持
つ
こ
と
が
重
要

米
国
防
総
省
で
時
事
通
信
の
単
独
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
る
空
軍
制
服
組

ト
ッ
プ
の
ゴ
ー
ル
ド
フ
ィ
ン
空
軍
参

謀
総
長
＝
19
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン

だ
と
力
を
込
め
た
。

　
米
空
軍
は
１
９
９
１
年
の
湾

岸
戦
争
当
時
、
航
空
機
８
千
機

以
上
の
体
制
だ
っ
た
が
、
予
算

削
減
な
ど
の
影
響
で
現
在
で
は

約
５
千
機
。
し
か
し
、
ゴ
ー
ル

ド
フ
ィ
ン
氏
は
「
（
こ
う
し
た

中
で
も
）
太
平
洋
地
域
に
お
け

る
体
制
は
安
定
し
た
ま
ま
変
わ

っ
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
今
後

も
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を
重
視

す
る
方
針
を
示
し
た
。

　
日
米
関
係
に
関
し
て
は
「
両

国
が
肩
を
並
べ
て
団
結
す
る
こ

と
が
こ
れ
ほ
ど
重
要
な
と
き
は

か
つ
て
な
い
」
と
明
言
し
た
。

中
国
の
よ
う
な
軍
事
強
国
に
対

峙
（
た
い
じ
）
す
る
た
め
、
同

盟
・
パ
ー
ト
ナ
ー
国
の
主
権
を

尊
重
し
つ
つ
、
相
互
運
用
性
や

統
合
性
を
高
め
る
方
策
を
模
索

し
て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

ル
ノ
ー
、経
営
統
合
に
固
執

日
産
は
独
立
重
視

　
フ
ラ
ン
ス
自
動
車
大
手
ル
ノ

ー
が
、
企
業
連
合
を
組
む
日
産

自
動
車
に
経
営
統
合
を
提
案

し
た
こ
と
が
波
紋
を
広
げ
て
い

る
。
ル
ノ
ー
は
従
来
、
統
合
を

目
指
し
て
い
た
が
、
経
営
の
独

立
性
を
重
視
す
る
日
産
に
配
慮

し
、
い
っ
た
ん
議
論
を
棚
上
げ

す
る
姿
勢
に
転
じ
た
。
し
か

し
、
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
被
告

の
後
任
と
し
て
ル
ノ
ー
会
長
に

就
い
た
ジ
ャ
ン
ド
ミ
ニ
ク
・
ス

ナ
ー
ル
氏
ら
の
新
経
営
体
制

も
、
依
然
と
し
て
統
合
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
日
産
が
警
戒
を
強
め
る
の

は
必
至
だ
。

　
日
産
、
ル
ノ
ー
、
三
菱
自
動

車
の
前
会
長
で
、
こ
れ
ら
３
社

の
連
合
を
率
い
て
い
た
ゴ
ー
ン

被
告
が
不
正
問
題
で
失
脚
し
た

昨
年
11
月
以
来
、
日
産
、
ル
ノ

ー
は
主
導
権
争
い
で
激
し
く
対

立
し
た
。
だ
が
、
こ
と
し
１
月

に
ル
ノ
ー
会
長
に
就
い
た
ス
ナ

ー
ル
氏
は
、
連
合
体
制
の
崩
壊

を
防
ぐ
た
め
両
社
の
融
和
を
優

先
。
関
係
は
修
復
に
向
か
い
、

今
月
８
日
の
日
産
の
臨
時
株
主

総
会
で
は
ス
ナ
ー
ル
氏
が
同
社

取
締
役
に
選
任
さ
れ
た
。

　
た
だ
、
ル
ノ
ー
筆
頭
株
主
の

仏
政
府
は
引
き
続
き
、
同
社
に

日
産
と
統
合
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。
日
産
は
、
ル
ノ
ー
が
政

府
の
意
向
を
受
け
、
い
ず
れ
統

合
協
議
を
持
ち
掛
け
て
く
る
と

み
て
い
た
。
ル
ノ
ー
に
よ
る
日

産
へ
の
統
合
の
打
診
は
、
３
社

連
合
が
今
月
12
日
に
フ
ラ
ン
ス

で
開
催
し
た
会
議
の
前
後
に
行

わ
れ
た
も
よ
う
だ
。

　
日
産
は
ル
ノ
ー
に
の
み
込
ま

れ
る
こ
と
を
警
戒
し
、
統
合
に

否
定
的
な
姿
勢
を
変
え
て
い
な

い
。
日
産
の
西
川
広
人
社
長
は

23
日
、
東
京
都
内
で
記
者
団
に

対
し
、
「
ス
ナ
ー
ル
氏
と
は
、

ま
ず
は
連
合
の
合
議
体
で
仕
事

を
し
て
い
こ
う
と
話
を
し
て
い

る
」
と
説
明
。
話
し
合
い
に
よ

る
問
題
解
決
を
目
指
す
合
議
体

を
通
じ
、
両
社
が
連
携
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
の
考
え
を
示

し
た
。

　
一
方
、
日
産
は
ル
ノ
ー
と
の

間
で
、
最
高
執
行
責
任
者
（
Ｃ

Ｏ
Ｏ
）
以
上
の
幹
部
を
受
け
入

れ
る
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
ル

ノ
ー
は
協
定
に
基
づ
き
、
日
産

側
に
ポ
ス
ト
を
要
求
し
て
い
る

も
よ
う
で
、
両
社
の
緊
張
が
再

び
高
ま
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
日
産
は
同
日
、
取
締
役
会
を

開
催
。
統
合
問
題
を
含
め
、
ど

の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
た
か

注
目
さ
れ
る
。

　
日
産
自
動
車
は
23
日
の
取
締

役
会
で
、
５
月
16
日
付
の
役
員

人
事
を
決
め
た
と
発
表
し
た
。

最
高
執
行
責
任
者
（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）

に
は
、
生
産
部
門
ト
ッ
プ
の
山

内
康
裕
チ
ー
フ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ

テ
ィ
ブ
・
オ
フ
ィ
サ
ー
（
Ｃ
Ｃ

Ｏ
）
を
昇
格
さ
せ
る
。

　
日
産
は
ル
ノ
ー
と
の
間
で
、

Ｃ
Ｏ
Ｏ
以
上
の
幹
部
を
受
け
入

れ
る
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
ル

ノ
ー
は
協
定
に
基
づ
い
て
ポ
ス

ト
を
要
求
し
て
い
た
も
よ
う
だ

が
、
日
産
は
現
段
階
で
は
応
じ

な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
日
産
は
ダ
ニ
エ
レ
・

ス
キ
ラ
ッ
チ
副
社
長
が
５
月
15

日
付
で
退
任
す
る
こ
と
も
発
表

し
た
。
ス
キ
ラ
ッ
チ
氏
は
前
会

長
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
被
告
に

近
く
、
電
気
自
動
車
戦
略
や
ア

ジ
ア
事
業
な
ど
を
統
括
し
て
い

た
。 Ｃ

Ｏ
Ｏ
に
生
産
部
門
ト
ッ
プ

日
産
、役
員
人
事
発
表

拉
致
に
ら
み
柔
軟
姿
勢

北
へ
の「
最
大
限
圧
力
」削
除

外
交
青
書

　
河
野
太
郎
外
相
は
23
日
午
前

の
閣
議
で
、
２
０
１
９
年
版
外

交
青
書
を
報
告
し
た
。
北
朝
鮮

に
関
す
る
記
述
を
め
ぐ
り
、
18

年
版
に
あ
っ
た
「
北
朝
鮮
に
対

す
る
圧
力
を
最
大
限
ま
で
高
め

て
い
く
」
と
の
記
述
を
削
除
。

日
本
人
拉
致
問
題
の
解
決
に
向

け
、
一
定
の
融
和
姿
勢
を
示
す

こ
と
で
北
朝
鮮
側
の
軟
化
を
引

き
出
す
狙
い
だ
。

　
外
交
青
書
は
こ
れ
ま
で
２
回

の
米
朝
首
脳
会
談
に
触
れ
、

「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
向

け
、
国
際
社
会
が
一
体
と
な
っ

て
米
朝
プ
ロ
セ
ス
を
後
押
し
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
」
だ
と
指

摘
。
北
朝
鮮
が
核
実
験
や
弾
道

ミ
サ
イ
ル
発
射
を
控
え
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
18
年
版
で

核
・
ミ
サ
イ
ル
能
力
の
増
強

を
「
重
大
か
つ
差
し
迫
っ
た

脅
威
」
と
し
た
表
現
を
削
除
し

た
。
拉
致
問
題
に
つ
い
て
「
国

際
社
会
の
圧
力
を
て
こ
と
し
て

早
期
解
決
を
迫
っ
て
い
く
」
と

し
た
部
分
も
落
と
し
た
。

　
北
朝
鮮
関
連
の
記
述
の
変
化

に
つ
い
て
、
外
務
省
幹
部
は

「
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
時
々
で
必
要
な
表
現
に
す

る
」
と
説
明
し
た
。

　
日
韓
関
係
に
つ
い
て
は
、
徴

用
工
判
決
や
慰
安
婦
財
団
の
解

散
、
韓
国
艦
に
よ
る
自
衛
隊
機

へ
の
火
器
管
制
レ
ー
ダ
ー
照
射

事
案
な
ど
を
挙
げ
、
「
韓
国
側

に
よ
る
否
定
的
な
動
き
が
相
次

ぎ
、
日
韓
関
係
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
直
面
し
た
」
と
指
摘

し
た
。

　
19
年
版
で
初
め
て
、
徴
用
工

と
慰
安
婦
問
題
で
特
別
に
ペ
ー

ジ
を
割
き
、
経
緯
や
日
本
政
府

の
対
応
な
ど
を
紹
介
し
た
。

ロ
シ
ア
に
も
配
慮

　
対
ロ
シ
ア
関
係
は
、
18
年
版

に
あ
っ
た
「
北
方
四
島
は
日
本

に
帰
属
す
る
」
と
の
表
現
が
な

く
な
り
、
北
方
領
土
問
題
を
解

決
し
、
平
和
条
約
締
結
に
向
け

「
交
渉
に
粘
り
強
く
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
し
た
。

　
中
国
に
つ
い
て
は
首
脳
間
の

相
互
往
来
が
実
現
し
た
昨
年
を

「
日
中
関
係
が
正
常
な
軌
道

に
戻
り
、
新
た
な
発
展
を
目
指

す
段
階
へ
と
入
る
１
年
と
な
っ

た
」
と
総
括
。
日
米
関
係
は

「
首
脳
間
、
外
相
間
の
深
い
信

頼
関
係
の
下
、
日
米
同
盟
は
か

つ
て
な
く
強
固
だ
」
と
評
価
し

た
。

23日、スリランカの最大都市コロンボで、連続爆弾テロで多くの死傷者を出
した聖アンソニー教会（ＡＦＰ＝時事）



アジア2019年（平成31年）４月24日（水曜日） 4（記事・写真は時事）

ヨ
シ
ム
ラ
が
事
業
拡
大

　
【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
時
事
】
食

品
製
造
・
販
売
の
ヨ
シ
ム
ラ
・

フ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
東
京
都
千
代
田
区
）
は
19

日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
海
外
事

業
統
括
会
社
ヨ
シ
ム
ラ
・
フ
ー

ド
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
・
ア

ジ
ア
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
水
産

品
加
工
会
社
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・

ソ
ー
ビ
ー
の
発
行
済
株
式
70
％

を
16
億
２
千
万
円
で
取
得
し
、

子
会
社
化
す
る
と
発
表
し
た
。

　
ヨ
シ
ム
ラ
・
フ
ー
ド
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
、
２
０
１
７
年
12

月
に
日
本
食
製
造
の
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｔ

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
株
式
を
、
18

年
９
月
に
は
水
産
品
卸
売
り
の

シ
ン
・
フ
ロ
ー
ズ
ン
・
フ
ー
ド

の
株
式
を
そ
れ
ぞ
れ
譲
り
受

け
、
市
場
拡
大
が
見
込
ま
れ
る

ア
ジ
ア
地
域
で
事
業
拡
大
を
進

め
て
い
る
。

エ
イ
ス
ー
ス
、印
シ
ェ
ア
10
％

　
23
日
付
の
台
湾
経
済
紙
・
経

済
日
報
に
よ
る
と
、
パ
ソ
コ
ン

（
Ｐ
Ｃ
）
大
手
の
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｓ

（
エ
イ
ス
ー
ス
）
は
、
イ
ン
ド

の
Ｐ
Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
ラ
ン
キ
ン
グ

で
４
位
に
入
っ
た
ほ
か
、
個
人

向
け
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
の
こ
と
し
１

〜
３
月
期
の
シ
ェ
ア
が
10
％
を

突
破
す
る
な
ど
、
市
場
開
拓
の

成
果
が
徐
々
に
現
れ
て
い
る
。

こ
と
し
は
中
小
企
業
を
中
心
と

し
た
業
務
用
に
も
注
力
す
る
方

針
だ
。

　
同
社
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
の

人
た
ち
は
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
す

る
際
に
費
用
対
効
果
を
重
視
す

る
習
慣
が
あ
る
た
め
、
昨
年
か

ら
は
３
万
ル
ピ
ー
（
約
５
万

円
）
以
下
の
軽
量
薄
型
製
品
を

主
力
に
据
え
た
。
こ
れ
と
同
時

に
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
も
仕
事
に

も
使
え
る
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
の
価
格

を
５
万
〜
６
万
ル
ピ
ー
に
値
下

げ
し
た
こ
と
が
奏
功
し
、
シ
ェ

ア
が
上
昇
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
人
旅
行
者
に
焦
点

　
23
日
付
の
タ
イ
英
字
紙
バ
ン

コ
ク
・
ポ
ス
ト
に
よ
る
と
、
タ

イ
政
府
観
光
庁
（
Ｔ
Ａ
Ｔ
）
は

こ
と
し
の
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
タ

イ
旅
行
者
数
の
目
標
を
４
４
０

万
人
に
設
定
し
た
。
知
名
度
の

低
い
県
へ
の
旅
行
と
観
光
を

食
・
料
理
と
結
び
つ
け
る
「
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
」
の
振
興
で
、

１
２
７
０
億
バ
ー
ツ
の
観
光
収

入
を
目
指
し
て
い
る
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
人
は
タ
イ
の
観

光
産
業
に
と
っ
て
２
番
目
の
市

場
で
、
昨
年
は
前
年
比
22
・
１

％
増
の
４
０
０
万
人
が
タ
イ
を

訪
問
し
、
同
20
・
４
％
増
の
１

１
５
０
万
バ
ー
ツ
の
観
光
収
入

を
も
た
ら
し
た
。

　
Ｔ
Ａ
Ｔ
の
チ
ャ
タ
ン
副
長
官

（
ア
ジ
ア
、
南
太
平
洋
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
担
当
）
は
マ
レ
ー
シ

ア
人
は
知
名
度
の
低
い
県
な
ど

タ
イ
の
新
し
い
観
光
地
を
訪
れ

て
い
る
と
指
摘
。
屋
台
料
理
や

ハ
ラ
ル
認
証
料
理
、
ミ
シ
ュ
ラ

ン
の
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

を
求
め
て
タ
イ
を
旅
行
し
て
お

り
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
も
新
た

な
ツ
ー
ル
だ
と
し
て
い
る
。

モ
ー
ル
の
持
ち
分
を
売
却

　
【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
時
事
】
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
不
動
産
開
発
会

社
ペ
レ
ニ
ア
ル
・
リ
ア
ル
エ
ス

テ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

が
主
導
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
企
業
連
合
）
は
、
中
心
部
チ

ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
「
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
・
ポ
イ
ン
ト
」
の
持
ち
分

を
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
・
ポ
イ
ン
ト
に
５
億
２
千
万

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ド
ル
で
売
却
す

る
こ
と
で
合
意
し
た
。
ペ
レ
ニ

ア
ル
が
22
日
発
表
し
た
。

　
Ｐ
Ａ
Ｒ
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
・

ポ
イ
ン
ト
は
、
三
菱
地
所
と
香

港
の
投
資
銀
行
Ｃ
Ｌ
Ｓ
Ａ
の
合

弁
企
業
パ
ン
・
ア
ジ
ア
・
リ
ア

ル
テ
ィ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ズ

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
が
運
営
す

る
フ
ァ
ン
ド
の
１
０
０
％
子
会

社
。
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
・
ポ
イ

ン
ト
の
小
売
り
ス
ペ
ー
ス
と
、

区
分
所
有
オ
フ
ィ
ス
４
部
屋
が

取
引
対
象
。
取
引
価
格
は
賃
貸

可
能
面
積
１
平
方
フ
ィ
ー
ト
当

た
り
２
４
５
０
ド
ル
。

Ｓ
Ｅ
Ｔ
と
深
圳
証
取
が
協
力

　
【
バ
ン
コ
ク
時
事
】
タ
イ
証

券
取
引
所
（
Ｓ
Ｅ
Ｔ
）
と
中

国
・
深
圳
証
券
取
引
所
は
23

日
、
両
国
の
中
小
企
業
（
Ｓ
Ｍ

Ｅ
）
の
事
業
拡
大
を
支
援
す
る

た
め
、
協
力
の
覚
書
（
Ｍ
Ｏ

Ｕ
）
を
バ
ン
コ
ク
市
内
で
締
結

し
た
。

　
両
証
取
は
、
タ
イ
と
中
国
の

Ｓ
Ｍ
Ｅ
の
事
業
内
容
な
ど
を
両

国
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
相
互
に

閲
覧
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
整

備
す
る
。

大
気
汚
染
問
題
で
セ
ミ
ナ
ー

日
タ
イ
専
門
家  

バ
ン
コ
ク
の
現
状
に
関
心

　
【
バ
ン
コ
ク
時
事
】
タ
イ
天

然
資
源
・
環
境
省
の
汚
染
管
理

局
（
Ｐ
Ｃ
Ｄ
）
は
23
日
、
バ
ン

コ
ク
市
内
の
ホ
テ
ル
で
日
本
の

大
気
汚
染
研
究
の
専
門
家
も
招

い
て
「
日
タ
イ
・
ク
リ
ー
ン
エ

ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
こ
れ

は
同
省
と
日
本
の
環
境
省
が
昨

年
５
月
に
締
結
し
た
協
力
覚
書

（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）
に
基
づ
く
活
動
の

一
環
。

　
両
国
は
こ
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
に
基
づ

き
、
「
粒
子
状
物
質
削
減
戦
略

と
対
策
立
案
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
２
０
１
８
年
か
ら
２
年
間
実

施
し
て
い
る
。
そ
の
主
要
な
活

動
が
タ
イ
で
の
「
排
出
物
目

録
」
の
分
析
と
、
微
小
粒
子
状

物
質
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
原
因
の
特

定
だ
。
そ
し
て
予
備
的
な
研
究

に
よ
っ
て
、
バ
ン
コ
ク
首
都
圏

が
Ｐ
Ｍ
２
・
５
問
題
を
克
服
す

る
の
が
狙
い
だ
と
い
う
。

豊
田
通
商
と
業
務
提
携

タ
イ  

自
動
車
広
告
の
フ
レ
ア

　
【
バ
ン
コ
ク
時
事
】
タ
イ
で

自
動
車
を
使
っ
た
広
告
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
フ
レ
ア

（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
の
神
谷
和
輝

最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

は
23
日
、
豊
田
通
商
の
現
地
法

人
、
豊
田
通
商
タ
イ
ラ
ン
ド
と

業
務
提
携
し
た
と
発
表
し
た
。

提
携
に
よ
り
両
者
の
技
術
と
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
自
動
車

向
け
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
共

同
開
発
し
て
い
く
と
い
う
。

　
フ
レ
ア
は
自
家
用
車
に
ラ
ッ

ピ
ン
グ
広
告
を
貼
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
は
走
行
距
離
や
、
広
告
が

表
示
さ
れ
た
回
数
（
イ
ン
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
数
）
に
応
じ
て
広
告

収
入
を
得
る
仕
組
み
。
フ
レ
ア

の
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
た
ド
ラ

イ
バ
ー
が
よ
く
走
行
す
る
地

域
、
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
広
告

主
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
。
広
告

主
は
フ
レ
ア
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
走

行
状
況
、
距
離
、
想
定
イ
ン
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
数
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
フ
レ
ア
は
２
０
１
８
年
に
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
現
在
の
登

録
自
動
車
台
数
は
１
万
５
千

台
。
サ
ー
ビ
ス
開
始
当
初
は
バ

ン
コ
ク
市
内
の
み
だ
っ
た
が
、

最
近
は
東
部
チ
ョ
ン
ブ
リ
、
北

部
チ
ェ
ン
マ
イ
な
ど
地
方
部
で

の
登
録
が
増
え
て
い
る
。
ラ
ッ

ピ
ン
グ
広
告
を
貼
っ
た
自
家
用

車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
月
間
の
広

告
収
入
は
約
３
千
〜
４
千
バ
ー

ツ
。
19
年
は
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に

よ
り
売
上
高
を
前
年
の
５
０
０

万
バ
ー
ツ
か
ら
10
〜
15
倍
の
水

準
に
引
き
上
げ
る
の
が
目
標
。

　
神
谷
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
よ
る
と
、
タ

イ
国
内
で
は
18
年
の
屋
外
広
告

市
場
の
規
模
は
前
年
比
20
％
増

の
14
億
バ
ー
ツ
だ
っ
た
。
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
看

板
）
と
い
っ
た
近
代
的
な
広
告

媒
体
の
導
入
が
増
え
て
お
り
、

市
場
成
長
の
余
地
が
大
き
い
と

み
て
い
る
。
地
方
部
で
は
想
定

の
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
数
が
少

な
い
が
、
バ
ン
コ
ク
高
架
鉄
道

Ｂ
Ｔ
Ｓ
車
両
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
よ

う
な
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
数
の

多
い
広
告
媒
体
が
な
い
た
め
、

自
動
車
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
需
要
が

あ
る
と
見
込
む
。
ま
た
、
20
〜

21
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
や
ミ
ャ
ン

マ
ー
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
地
域
内

へ
の
進
出
も
計
画
し
て
い
る
。

　
【
バ
ン
コ
ク
時
事
】
ミ
ャ
ン

マ
ー
西
部
ラ
カ
イ
ン
州
の
イ
ス

ラ
ム
系
少
数
民
族
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ

の
迫
害
問
題
を
取
材
し
て
い
た

ロ
イ
タ
ー
通
信
の
ミ
ャ
ン
マ
ー

人
記
者
２
人
が
国
家
機
密
法
違

反
の
罪
に
問
わ
れ
た
裁
判
で
、

最
高
裁
判
所
は
12
日
、
禁
錮
７

年
を
言
い
渡
し
た
一
、
二
審
判

決
を
支
持
し
、
上
告
を
棄
却
し

た
。
弁
護
側
は
警
察
の
わ
な
だ

っ
た
と
訴
え
、
無
罪
を
主
張
し

て
い
た
。
有
罪
の
確
定
で
国
際

社
会
や
人
権
団
体
が
反
発
を
強

め
る
の
は
必
至
だ
。

　
ワ
・
ロ
ン
記
者
と
チ
ョ
ー
・

ソ
ウ
・
ウ
ー
記
者
は
２
０
１
７

年
12
月
、
飲
食
店
で
警
官
に
文

書
を
渡
さ
れ
た
直
後
に
機
密
文

書
所
持
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ

た
。
昨
年
９
月
の
一
審
に
続

き
、
こ
と
し
１
月
の
二
審
も
実

刑
判
決
を
下
し
、
弁
護
側
が
上

告
し
た
。
　

　
ロ
イ
タ
ー
通
信
は
「
２
人
は

真
実
の
報
道
を
封
じ
込
め
よ
う

と
す
る
警
察
の
で
っ
ち
上
げ
の

犠
牲
者
」
と
非
難
す
る
声
明
を

発
表
。
ワ
・
ロ
ン
記
者
の
妻
は

取
材
に
「
判
決
が
覆
る
と
期
待

し
て
い
た
。
と
て
も
悲
し
い
」

と
肩
を
落
と
し
た
。
一
方
、
弁

護
士
は
「
大
統
領
に
よ
る
恩
赦

が
残
さ
れ
た
唯
一
の
希
望
だ
」

と
語
っ
た
。

　
両
記
者
は
17
年
９
月
に
ラ
カ

イ
ン
州
で
国
軍
兵
士
ら
が
ロ
ヒ

ン
ギ
ャ
10
人
を
殺
害
し
た
事
件

を
調
べ
て
い
た
。
２
人
は
こ
の

報
道
で
、
こ
と
し
の
ピ
ュ
リ
ツ

ァ
ー
賞
の
国
際
報
道
部
門
に
選

ば
れ
た
。

　
こ
の
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

日
本
か
ら
参
加
し
た
ア
ジ
ア
大

気
汚
染
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｃ

Ａ
Ｐ
）
や
横
浜
市
の
専
門
家

が
、
日
本
で
の
自
動
車
政
策
や

規
制
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
関
す
る

一
般
の
認
知
度
な
ど
に
関
す
る

知
見
を
披
露
し
た
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｄ
の
プ
ラ
ロ
ン

グ
局
長
が
基
調
講
演
を
行
い
、

「
炭
素
組
成
の
分
析
の
た
め
、

タ
イ
か
ら
２
２
５
以
上
の
Ｐ
Ｍ

２
・
５
の
サ
ン
プ
ル
を
Ａ
Ｃ
Ａ

Ｐ
に
送
る
予
定
だ
。
当
初
の
調

査
で
は
、
（
有
機
物
に
含
ま
れ

る
）
有
機
炭
素
（
Ｏ
Ｃ
）
が

（
化
石
燃
料
の
燃
焼
に
よ
っ
て

排
出
さ
れ
る
）
元
素
状
炭
素

（
Ｅ
Ｃ
）
よ
り
多
い
こ
と
が
特

定
で
き
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｃ
、
Ｅ

Ｃ
と
も
に
、
道
路
沿
い
の
場
所

の
方
が
、
そ
の
他
の
一
般
的
な

場
所
や
工
業
地
帯
な
ど
よ
り
も

多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
道
路
沿

い
の
場
所
で
は
、
化
石
燃
料
の

燃
焼
に
伴
う
も
の
が
、
（
野
焼

き
な
ど
の
）
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

の
燃
料
に
伴
う
も
の
よ
り
多
か

っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
」
な
ど

と
説
明
し
た
。

ロイター記者の上告棄却
ミャンマー   機密法違反で最高裁

裁
判
傍
聴
の
後
に
、
記
者
の
質
問
に
答
え
る
チ
ョ

ー
・
ソ
ウ
・
ウ
ー
記
者
の
妻
の
チ
ッ
ト
・
ス
・
ウ

ィ
ン
さ
ん
（
左
）
と
、
ワ
・
ロ
ン
記
者
の
妻
の
パ

ン
・
エ
イ
・
モ
ン
さ
ん
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＝
時
事
）

　
人
材
派
遣
大
手
の
パ
ソ
ナ
グ

ル
ー
プ
は
23
日
、
ベ
ト
ナ
ム
中

部
の
中
核
都
市
ダ
ナ
ン
市
と
日

系
企
業
の
進
出
や
人
材
育
成
、

就
職
な
ど
の
支
援
で
連
携
す
る

覚
書
に
調
印
し
た
。
覚
書
に
基

づ
き
、
パ
ソ
ナ
は
同
市
へ
の
進

出
を
検
討
し
て
い
る
企
業
へ
の

セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
ベ
ト
ナ
ム
中

部
の
大
学
と
の
連
携
を
通
じ
た

現
地
の
人
材
に
対
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
研
修
、
ダ
ナ
ン
の
地

場
企
業
に
対
す
る
接
遇
ス
キ
ル

向
上
な
ど
の
支
援
を
行
う
。

　
覚
書
に
は
パ
ソ
ナ
の
南
部
靖

之
グ
ル
ー
プ
代
表
、
ダ
ナ
ン
市

投
資
局
の
フ
ィ
ン
・
リ
ン
・
フ

ォ
ン
局
長
が
調
印
。
調
印
式
で

南
部
代
表
は
、
「
ダ
ナ
ン
市
と

の
覚
書
締
結
は
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
日

本
企
業
の
ダ
ナ
ン
進
出
に
向

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。

　
【
ハ
ノ
イ
時
事
】
ベ
ト
ナ
ム

の
最
高
指
導
者
グ
エ
ン
・
フ

ー
・
チ
ョ
ン
共
産
党
書
記
長
兼

国
家
主
席
の
体
調
不
良
説
が
拡

散
し
て
い
る
。
75
歳
の
誕
生
日

だ
っ
た
今
月
14
日
、
訪
問
先
の

同
国
南
部
で
変
調
に
見
舞
わ
れ

た
も
よ
う
だ
。

　
早
期
に
復
帰
で
き
な
い
場

合
、
権
力
構
造
の
変
化
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
と
し
て
、
内
外

の
関
係
者
は
状
況
を
注
視
し
て

い
る
。

　
チ
ョ
ン
氏
は
、
２
０
１
１
年

１
月
の
第
11
回
党
大
会
で
序
列

１
位
の
書
記
長
に
就
任
。
チ
ャ

ン
・
ダ
イ
・
ク
ア
ン
前
国
家
主

席
の
昨
年
９
月
の
死
去
を
受

け
、
同
10
月
か
ら
序
列
２
位
の

国
家
主
席
を
兼
務
し
て
い
る
。

こ
こ
数
年
、
汚
職
追
及
を
推
進

し
て
体
制
の
引
き
締
め
を
図
っ

て
き
た
。

　
複
数
の
関
係
者
に
よ
れ
ば
、

チ
ョ
ン
氏
は
南
部
キ
エ
ン
ザ
ン

省
で
体
調
が
悪
化
。
ホ
ー
チ
ミ

ン
の
病
院
で
治
療
を
受
け
、
16

日
に
首
都
ハ
ノ
イ
へ
戻
っ
た
。

　
英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
（
電
子
版
・

ベ
ト
ナ
ム
語
）
は
、
脳
血
管
系

疾
患
を
発
症
し
、
回
復
し
つ
つ

あ
る
も
の
の
片
手
が
自
由
に
な

ら
な
い
よ
う
だ
と
す
る
海
外
の

専
門
家
の
見
方
を
伝
え
て
い

る
。

　
チ
ョ
ン
氏
は
中
国
と
の
関
係

強
化
に
向
け
、
中
国
主
導
の
経

済
圏
構
想
「
一
帯
一
路
」
に
関

し
北
京
で
25
日
開
幕
す
る
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
出
席
に
意
欲

を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、

党
・
政
府
は
再
検
討
し
、
グ
エ

ン
・
ス
ア
ン
・
フ
ッ
ク
首
相
の

訪
中
が
19
日
時
点
で
固
ま
っ

た
。

人
材
育
成
支
援
で
連
携

パ
ソ
ナ
、越
ダ
ナ
ン
市
と
覚
書

誕
生
日
に
急
変
か

最
高
指
導
者
に
体
調
不
良
説

ベ
ト
ナ
ム
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徴
用
工
像
の
場
所
決
定
へ

　

【
ソ
ウ
ル
時
事
】
韓
国
・
釜

山
市
議
会
は
22
日
、
日
本
総
領

事
館
近
く
の
公
園
脇
の
歩
道
か

ら
強
制
撤
去
さ
れ
た
徴
用
工
を

象
徴
す
る
像
に
つ
い
て
、
市
民

ら
が
参
加
す
る
協
議
会
「
１
０

０
人
円
卓
会
議
」
の
代
表
団
が

28
日
、
設
置
場
所
を
決
定
す
る

と
発
表
し
た
。
決
定
次
第
で
は

総
領
事
館
近
く
に
改
め
て
置
か

れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

代
表
団
は
設
置
を
推
進
し
て

い
る
団
体
の
メ
ン
バ
ー
３
人
の

ほ
か
、
市
議
３
人
、
他
の
市
民

団
体
代
表
ら
２
人
で
構
成
。
市

議
会
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
案
を
受

け
付
け
、
代
表
団
の
論
議
を
経

て
最
終
決
定
す
る
」
と
説
明
し

た
。

日
本
電
産
が
開
発
拠
点

　

モ
ー
タ
ー
製
造
大
手
の
日
本

電
産
（
京
都
府
）
は
中
国
遼
寧

省
大
連
市
の
国
家
級
新
区
、
大

連
金
普
新
区
に
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）
用
モ
ー
タ
ー
の
生

産
・
開
発
拠
点
と
な
る
「
日
本

電
産
工
業
園
」
を
設
け
る
計
画

で
、
22
日
、
日
本
で
同
新
区
と

投
資
契
約
の
署
名
式
を
行
っ

た
。
遼
寧
省
友
好
経
済
貿
易
代

表
団
の
訪
日
に
合
わ
せ
た
。
瀋

陽
日
報
が
23
日
伝
え
た
。

　

日
本
電
産
は
１
９
９
２
年
に

大
連
に
工
場
を
開
設
し
、
中
国

に
進
出
し
た
。
新
た
に
建
設
す

る
日
本
電
産
工
業
園
へ
の
投
資

額
は
５
億
米
ド
ル
（
約
５
６
０

億
円
）
を
見
込
む
。

「
発
散
屋
」が
若
者
に
人
気

　

21
日
付
の
中
国
紙
、
新
京
報

に
よ
る
と
、
北
京
市
朝
陽
区
の

国
営
工
場
跡
地
「
７
９
８
芸
術

区
」
で
、
金
属
バ
ッ
ト
で
物
を

た
た
き
壊
し
て
ス
ト
レ
ス
を
解

消
す
る
「
発
散
屋
」
が
若
者
の

人
気
を
集
め
て
い
る
。

　

店
は
昨
年
４
月
に
オ
ー
プ

ン
。
標
準
的
な
２
人
セ
ッ
ト
価

格
は
２
９
８
元
で
、
30
分
間
に

ビ
ー
ル
瓶
約
50
本
を
粉
々
に
で

き
る
。
武
器
と
な
る
金
属
バ
ッ

ト
や
安
全
確
保
の
た
め
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
手
袋
、
防
護
服
、
耳

栓
の
レ
ン
タ
ル
料
と
記
念
写
真

１
枚
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ビ
ー

ル
瓶
以
外
に
も
家
電
や
人
形
な

ど
を
選
べ
、
テ
レ
ビ
１
台
の
料

金
は
４
０
０
元
。

　

店
の
従
業
員
に
よ
る
と
、
こ

の
１
カ
月
で
６
０
０
人
以
上
が

来
店
し
、
週
末
に
は
行
列
も
で

き
る
。

８
ホ
テ
ル
の
五
つ
星
没
収

　

23
日
付
の
中
国
紙
、
北
京
商

報
に
よ
る
と
、
中
国
文
化
・
観

光
省
は
22
日
、
ホ
テ
ル
の
衛

生
・
安
全
問
題
に
関
す
る
覆
面

調
査
の
結
果
、
格
付
け
が
「
五

つ
星
」
級
の
13
ホ
テ
ル
に
重
大

な
問
題
を
確
認
し
、
こ
の
う
ち

８
ホ
テ
ル
の
格
付
け
を
没
収
し

た
と
発
表
し
た
。

　

「
五
つ
星
」
を
取
り
消
さ
れ

た
の
は
、
北
京
長
安
大
飯
店
、

北
京
九
華
国
際
会
展
中
心
大
酒

店
、
北
京
南
宮
温
泉
度
假
酒

店
、
湖
州
太
湖
温
泉
度
假
酒

店
、
青
島
麒
麟
皇
冠
大
酒
店
な

ど
。
北
京
西
国
貿
大
酒
店
や
杭

州
索
菲
特
西
湖
大
酒
店
な
ど
５

ホ
テ
ル
に
は
１
年
の
期
限
付
き

改
善
命
令
を
出
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
で
許
可

　

23
日
付
の
中
国
系
日
刊
紙
、

香
港
商
報
な
ど
に
よ
る
と
、
広

東
省
広
州
市
黄
埔
区
で
22
日
、

「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
＋
Ａ

Ｉ
」
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活

用
し
た
営
業
許
可
証
の
発
行

が
、
全
国
で
初
め
て
実
施
さ
れ

た
。

　

申
請
者
は
、
無
料
通
信
ア
プ

リ
「
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
（
微

信
）
」
を
通
じ
て
登
録
す
る
。

営
業
許
可
証
の
申
請
や
銀
行
口

座
の
開
設
、
税
務
上
の
各
種
手

続
き
が
一
度
に
行
え
る
と
い

う
。

　

起
業
時
に
必
要
な
事
務
手
続

き
を
全
て
ウ
ェ
ブ
上
で
済
ま
せ

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

大
幅
な
時
間
短
縮
と
企
業
の
利

便
性
向
上
に
つ
な
げ
る
目
的
。

同
区
は
将
来
的
に
、
起
業
申
請

が
15
分
以
内
で
完
了
す
る
仕
組

み
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

英
、重
慶
に
研
究
所
設
立
へ

　

英
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
の
国

立
グ
ラ
フ
ェ
ン
研
究
所
（
Ｎ
Ｇ

Ｉ
）
は
20
日
、
重
慶
市
両
江
新

区
に
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
２
次
元
材

料
研
究
所
」
を
設
立
す
る
こ
と

で
同
新
区
当
局
と
合
意
し
た
。

「
２
次
元
物
質
グ
ラ
フ
ェ
ン
に

関
す
る
革
新
的
実
験
」
で
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
、

同
大
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
・

ノ
ボ
セ
ロ
フ
教
授
が
設
立
を
主

導
す
る
。
重
慶
日
報
（
電
子

版
）
が
21
日
伝
え
た
。

　

【
北
京
時
事
】
中
国
海
軍
創

設
70
周
年
を
記
念
す
る
国
際
観

艦
式
が
23
日
、
日
本
を
含
む
13

カ
国
の
艦
艇
も
参
加
し
て
山
東

省
青
島
沖
で
行
わ
れ
た
。
国
営

中
央
テ
レ
ビ
が
伝
え
た
。
ア
ジ

ア
最
大
級
の
新
型
駆
逐
艦
「
０

５
５
型
」
が
初
め
て
公
開
さ

れ
、
「
世
界
一
流
の
海
軍
建

設
」
を
掲
げ
る
習
近
平
国
家
主

席
（
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
）

は
急
速
に
近
代
化
し
た
海
軍
力

を
内
外
に
誇
示
し
た
。

　

習
近
平
国
家
主
席
は
観
艦
式

で
、
最
新
型
の
駆
逐
艦
や
原
子

力
潜
水
艦
を
誇
示
し
、
貿
易
摩

擦
に
よ
り
対
立
が
深
ま
る
米
国

に
軍
事
面
で
も
対
抗
し
て
い
く

構
え
を
示
し
た
。
新
華
社
電
に

よ
る
と
、
習
氏
は
観
艦
式
に
臨

ん
だ
各
国
代
表
団
に
「
武
力
に

訴
え
た
り
威
嚇
し
た
り
し
て
は

い
け
な
い
」
と
語
っ
た
。
し
か

し
、
中
国
は
南
シ
ナ
海
の
軍
事

拠
点
化
を
一
方
的
に
進
め
て
き

た
。
中
国
海
軍
の
急
速
な
拡
大

は
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
周

辺
国
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
と

な
っ
て
い
る
。

　

海
洋
権
益
の
防
衛
を
重
視
す

る
習
氏
は
海
軍
の
強
化
に
力
を

入
れ
て
き
た
。
２
０
１
５
年
の

国
防
白
書
は
「
陸
軍
を
重
視

し
、
海
軍
を
軽
視
す
る
伝
統
的

思
考
の
打
破
」
を
明
記
。
東
シ

ナ
海
や
南
シ
ナ
海
を
対
象
と
す

る
従
来
の
「
近
海
防
御
」
に
加

え
て
、
西
太
平
洋
や
イ
ン
ド
洋

を
視
野
に
入
れ
た
「
遠
海
防

衛
」
の
方
針
も
打
ち
出
し
た
。

　

こ
れ
に
沿
っ
た
形
で
、
沖
縄

県
・
尖
閣
諸
島
周
辺
で
の
活
動

に
加
え
、
中
国
艦
艇
が
沖
縄
本

島
と
宮
古
島
の
間
を
西
太
平
洋

に
向
け
て
通
過
す
る
例
が
相
次

い
で
い
る
。
習
氏
は
こ
と
し
１

月
、
武
力
に
よ
る
台
湾
統
一
に

言
及
し
て
お
り
、
有
事
の
米
軍

介
入
を
想
定
し
た
訓
練
を
重
ね

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

中
国
海
軍
の
活
動
範
囲
の
拡

大
は
、
急
速
な
装
備
の
増
強
が

背
景
に
あ
る
。
英
国
際
戦
略
研

究
所
（
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
に
よ
る

と
、
14
〜
18
年
に
進
水
し
た
中

国
軍
の
艦
艇
の
満
載
排
水
量
の

合
計
は
67
万
８
０
０
０
ト
ン

観
艦
式
で
軍
事
力
誇
示

 

ア
ジ
ア
最
大
級
駆
逐
艦
公
開

で
、
海
上
自
衛
隊
や
英
海
軍
が

そ
れ
ぞ
れ
保
有
す
る
全
艦
船
の

規
模
に
匹
敵
す
る
。
中
国
海
軍

が
保
有
す
る
艦
艇
は
３
０
０
隻

以
上
と
指
摘
さ
れ
、
約
２
９
０

隻
の
米
軍
よ
り
も
多
い
。

　

今
回
の
観
艦
式
に
登
場
し
た

空
母
「
遼
寧
」
は
旧
ソ
連
製
の

船
体
を
改
修
し
て
12
年
に
就
役

し
た
。
遼
寧
を
基
に
設
計
し
た

初
の
国
産
空
母
が
近
く
実
戦
配

備
さ
れ
る
見
通
し
で
、
３
隻
目

の
空
母
も
上
海
で
建
造
中
。
４

隻
目
も
計
画
が
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
30
年
代
前
半
を
め
ど
に

５
、
６
隻
の
空
母
建
造
を
目
指

し
て
い
る
も
よ
う
だ
。

　

た
だ
、
中
国
海
軍
の
増

強
の
勢
い
は
急
だ
が
、
中

国
内
で
も
「
ま
だ
米
軍
に

は
勝
て
な
い
」
（
軍
事
専

門
家
）
と
い
う
見
方
が
一

般
的
だ
。
米
民
間
調
査
機

関
ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
は
今

月
公
表
し
た
分
析
で
、
特

に
原
子
力
潜
水
艦
や
空
中

給
油
、
揚
陸
能
力
で
実
力

差
は
大
き
く
、
「
30
年
ま

で
に
米
国
に
並
ぶ
こ
と
は

な
い
」
と
結
論
付
け
た
。

国
際
観
艦
式
に
参
加
し
た
新
型

駆
逐
艦
「
０
５
５
型
」
＝
23
日

（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＝
時
事
）

中
国
海
軍

創
設
70
年

　

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
時
事
】
韓
国
サ

ム
ス
ン
電
子
は

22
日
、
米
国
で

26
日
に
予
定
し
て

い
た
折
り
畳
み
式

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ

ー
・
フ
ォ
ー
ル

ド
」
の
発
売
を
延

期
す
る
と
発
表
し

た
。
事
前
提
供
を

受
け
た
メ
デ
ィ
ア

か
ら
、
新
機
種
の
売
り
で
あ
る

本
の
よ
う
に
開
く
大
型
画
面
に

不
具
合
の
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て

い
た
。
世
界
的
に
ス
マ
ホ
市
場

が
頭
打
ち
と
な
る
中
、
新
た
な

需
要
創
出
を
目
指
し
た
主
力
機

種
の
販
売
延
期
は
、
大
き
な
打

撃
と
な
り
そ
う
だ
。

　

サ
ム
ス
ン
は
「
報
告
を
精
査

し
、
さ
ら
な
る
テ
ス
ト
を
実
施

す
る
」
と
説
明
。
数
週
間
以
内

に
新
た
な
発
売
日
を
発
表
す
る

と
し
て
い
る
。

　

新
機
種
は
折
り
畳
ん
だ
状
態

で
は
外
側
の
４
・
６
イ
ン
チ
画

面
を
使
っ
て
操
作
で
き
、
開
く

と
７
・
３
イ
ン
チ
の
主
画
面
に

切
り
替
わ
る
仕
組
み
。
体
験
用

と
し
て
米
メ
デ
ィ
ア
に
事
前
提

供
さ
れ
て
い
た
が
、
使
用
後
わ

ず
か
数
日
で
画
面
が
割
れ
た
と

い
っ
た
不
具
合
が
報
告
さ
れ
て

い
た
。

韓国サムスン電子が発売を延期した折り畳み式スマートフォン
「ギャラクシー・フォールド」の発表会。スクリーンに映し出さ
れているのは畳んだ状態（左上）と開いた状態（右下）＝２月20
日、サンフランシスコ

折り畳みスマホ発売延期
韓国サムスン  画面に不具合の報告

　

中
国
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
、
中

国
新
聞
網
が
22
日
伝
え
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
上
海
市
中
心
部

の
住
宅
団
地
で
21
日
午
後
８
時

ご
ろ
、
駐
車
し
て
い
た
米
テ
ス

ラ
の
セ
ダ
ン
タ
イ
プ
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
）
か
ら
突
然
出
火

し
、
全
焼
す
る
事
故
が
起
き

た
。
消
防
当
局
は
出
火
原
因
な

ど
を
調
べ
て
い
る

　

事
故
が
起
き
た
の
は
市
中
心

部
の
繁
華
街
、
徐
家
匯
に
近
い

集
合
住
宅
団
地
の
「
泰
徳
花

苑
」
。

　

地
下
駐
車
場
の
テ
ス
ラ
車
か

ら
白
煙
が
大
量
に
噴
出
し
、
あ

っ
と
い
う
間
に
爆
発
し
、
激
し

く
炎
上
し
た
。
火
の
手
は
周
辺

の
車
両
に
も
燃
え
広
が
り
、
消

防
隊
が
駆
け
付
け
た
が
、
刺
激

臭
な
ど
が
漂
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
近
づ
け
ず
、
消
火
作
業
が
難

航
。
団
地
内
の
住
民
を
避
難
さ

せ
た
。

　

火
災
当
時
に
車
両
内
や
周
辺

に
人
は
お
ら
ず
、
け
が
人
は
な

か
っ
た
。
車
の
所
有
者
に
よ
る

と
、
発
火
し
た
の
は
「
モ
デ
ル

Ｓ
・
Ｐ
85
」
だ
っ
た
。

　

テ
ス
ラ
は
22
日
、
ス
タ
ッ
フ

を
事
故
現
場
に
派
遣
。
当
局
の

調
査
に
協
力
す
る
と
表
明
し

た
。 駐

車
テ
ス
ラ
車
が
炎
上

上
海
市
の
住
宅
街

動
画
を
調
査
す
る
チ
ー
ム
を
派

遣
し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。

　

動
画
で
は
、
テ
ス
ラ
の
主
力

セ
ダ
ン
「
モ
デ
ル
Ｓ
」
か
ら
白

煙
が
噴
出
し
、
間
も
な
く
爆

発
、
炎
上
す
る
様
子
が
撮
影
さ

れ
て
い
る
。
微
博
の
利
用
者
に

よ
る
と
、
動
画
は
上
海
市
内
で

撮
影
さ
れ
た
と
い
う
。

　

テ
ス
ラ
は
声
明
で
「
当
社
は

直
ち
に
チ
ー
ム
を
現
地
に
派
遣

し
た
。
事
実
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
地
元
当
局
に
協
力
す
る
。

現
時
点
で
把
握
し
て
い
る
限

り
、
負
傷
者
は
い
な
い
」
と
述

べ
た
。

　

テ
ス
ラ
車
を
め
ぐ
っ
て
は
、

２
０
１
３
年
以
降
で
少
な
く
と

も
14
件
の
出
火
事
案
が
発
生
。

大
半
が
衝
突
事
故
後
に
起
き
て

い
る
。

　

一
方
、
22
日
午
後
に
は
中
国

の
新
興
電
気
自
動
車
メ
ー
カ

ー
、
蔚
来
汽
車
（
Ｎ
Ｉ
Ｏ
）
が

陝
西
省
西
安
市
に
設
け
た
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
で
も
、
整
備

中
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
タ
イ
プ

の
Ｅ
Ｖ
「
Ｅ
Ｓ
８
」
が
発
火
す

る
事
故
が
発
生
し
た
。

調
査
チ
ー
ム
派
遣

　

【
上
海
ロ
イ
タ
ー
時
事
】
米

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
大
手
テ

ス
ラ
は
22
日
、
テ
ス
ラ
車
が
駐

車
中
に
突
然
炎
上
す
る
動
画
が

中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー
「
微
博
」

に
投
稿
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

　

日
立
製
作
所
は
23
日
、
台
湾

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
製
造
大
手
、

永
大
機
電
工
業
に
対
す
る
Ｔ
Ｏ

Ｂ
（
株
式
公
開
買
い
付
け
）
を

終
了
し
た
と
発
表
し
た
。
発
行

済
み
株
式
総
数
の
28
・
０
％
に

相
当
す
る
応
募
が
あ
り
、
日
立

は
子
会
社
の
保
有
分
と
合
わ
せ

て
グ
ル
ー
プ
全
体
で
39
・
７
％

を
確
保
し
た
が
、
目
標
と
し
た

１
０
０
％
に
は
達
し
な
か
っ

た
。
買
収
金
額
は
約
74
億
台
湾

ド
ル
（
約
２
６
７
億
円
）
で
、

５
月
２
日
に
株
式
を
取
得
す
る

予
定
。　

　

日
立
は
コ
ス
ト
競
争
力
に
優

れ
た
永
大
機
電
の
買
収
に
よ
る

ア
ジ
ア
地
域
で
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
事
業
の
強
化
の
た
め
、
こ
と

し
１
月
17
日
に
Ｔ
Ｏ
Ｂ
を
開

始
。
株
式
の
１
０
０
％
取
得
を

目
指
し
、
途
中
Ｔ
Ｏ
Ｂ
価
格
を

１
株
当
た
り
60
台
湾
ド
ル
か
ら

65
台
湾
ド
ル
に
引
き
上
げ
た
が

目
標
に
は
到
達
し
な
か
っ
た
。

日
立
は
永
大
機
電
を
持
ち
分
適

用
会
社
と
す
る
。
同
社
株
式
を

追
加
取
得
す
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
未
定
と
し
て
い
る
。

昇
降
機
メ
ー
カ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｂ

日
立
、４
割
弱
確
保
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中
小
型
液
晶
大
手
ジ
ャ
パ
ン

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
Ｊ
Ｄ
Ｉ
）

が
、
中
国
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
や

台
湾
企
業
に
よ
る
中
台
連
合
の

傘
下
に
入
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
官
民
一
体
で
立
ち
上
げ
た

「
日
の
丸
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
」

は
、
７
年
で
旗
印
を
降
ろ
す
。

当
面
の
資
金
は
調
達
し
た
も
の

の
、
Ｊ
Ｄ
Ｉ
再
建
は
見
通
せ
な

い
。

崩
れ
た
技
術
優
位

　
「
国
内
に
資
金
の
出
し
手
も

な
く
、
他
に
選
択
肢
が
な
か
っ

た
」
。
現
在
、
筆
頭
株
主
で
あ

る
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｊ

（
旧
産
業
革
新
機
構
）
を
は
じ

め
、
ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
に
奔
走

し
た
関
係
者
は
口
を
そ
ろ
え

た
。

　
Ｊ
Ｄ
Ｉ
は
２
０
１
２
年
に
ソ

ニ
ー
、
日
立
製
作
所
、
東
芝
の

中
小
型
液
晶
事
業
を
統
合
し
て

発
足
し
た
。
２
年
後
の
14
年
に

東
証
１
部
上
場
を
果
た
し
た

際
、
大
塚
周
一
社
長
（
当
時
）

は
自
社
製
品
の
強
み
に
つ
い
て

「
非
常
に
技
術
的
に
難
し
く

（
他
社
の
）
参
入
障
壁
が
高

い
」
と
強
調
。
「
中
小
型
液
晶

市
場
で
グ
ロ
ー
バ
ル
の
覇
者
に

な
り
た
い
」
と
豪
語
し
た
。

　
だ
が
、
中
国
で
は
政
府
の
手

厚
い
支
援
を
受
け
て
巨
大
な
液

晶
工
場
が
次
々
に
誕
生
。
高
精

細
液
晶
も
手
掛
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
技
術
的
優
位
性
が
揺
ら

い
だ
Ｊ
Ｄ
Ｉ
は
価
格
競
争
に
巻

き
込
ま
れ
、
赤
字
体
質
に
陥
っ

た
。

　
「
数
兆
円
の
投
資
を
簡
単
に

決
め
ら
れ
る
国
に
勝
て
る
わ
け

が
な
い
」
。
あ
る
Ｊ
Ｄ
Ｉ
幹
部

は
あ
き
ら
め
顔
で
話
す
。
だ

が
、
国
際
的
な
競
争
環
境
を
見

誤
り
、
工
場
合
理
化
や
事
業
転

換
の
判
断
が
遅
れ
た
影
響
は
否

定
で
き
ず
、
識
者
か
ら
は
「
技

術
で
は
な
く
経
営
の
問
題
」
と

の
指
摘
も
出
る
。

　
12
日
の
Ｊ
Ｄ
Ｉ
の
株
価
は
79

円
と
、
公
開
価
格
（
９
０
０

円
）
の
10
分
の
１
以
下
。
批
判

の
矛
先
は
Ｊ
Ｄ
Ｉ
株
を
保
有
す

る
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｊ
に
も
向
け
ら
れ
て

い
る
。
企
業
再
生
を
手
掛
け
る

民
間
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
目
に

は
、
「
（
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｊ
の
）
売
却

の
判
断
が
遅
か
っ
た
。
今
の
企

業
価
値
で
は
足
元
を
見
ら
れ
二

束
三
文
だ
」
と
映
る
。
中
台
連

合
が
引
き
受
け
る
新
株
の
発
行

価
格
は
１
株
当
た
り
50
円
と
、

公
開
価
格
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
る
。

「
ア
ッ
プ
ル
依
存
」変
わ
ら
ず

　
今
回
の
資
金
調
達
で
、
Ｊ
Ｄ

Ｉ
は
米
ア
ッ
プ
ル
が
こ
と
し
後

半
に
発
売
予
定
の
「
ア
イ
フ
ォ

ー
ン
」
最
新
機
種
な
ど
向
け
の

製
品
供
給
に
め
ど
を
付
け
た
。

茂
原
工
場
（
千
葉
県
茂
原
市
）

で
生
産
す
る
有
機
Ｅ
Ｌ
（
エ
レ

ク
ト
ロ
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
）
パ

ネ
ル
も
「
ア
ッ
プ
ル
ウ
オ
ッ

チ
」
へ
の
採
用
が
決
ま
り
そ

う
。
資
金
繰
り
を
め
ぐ
る
不
安

は
ひ
と
ま
ず
遠
の
き
そ
う
だ
。

　
Ｊ
Ｄ
Ｉ
の
月
崎
義
幸
社
長
は

12
日
の
記
者
会
見
で
、
中
台
連

合
の
傘
下
入
り
に
つ
い
て
「
わ

れ
わ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と

い
う
認
識
だ
。
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
資
金
調
達
を
し
て
い
く
」
と

述
べ
た
。

　
新
た
な
ス
ポ
ン
サ
ー
は
見
つ

か
っ
た
も
の
の
、
ア
ッ
プ
ル
に

売
上
高
の
大
半
を
依
存
す
る
不

安
定
な
経
営
環
境
は
続
く
。
１

年
前
に
も
Ｊ
Ｄ
Ｉ
は
外
部
か
ら

５
５
０
億
円
を
調
達
し
、
ア
イ

フ
ォ
ー
ン
向
け
に
最
新
鋭
の
高

精
細
液
晶
を
供
給
し
た
ば
か

り
。
だ
が
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
の
販

売
不
振
で
、
Ｊ
Ｄ
Ｉ
は
19
年
３

月
期
に
目
指
し
て
い
た
５
年
ぶ

り
の
黒
字
化
を
断
念
し
た
。

　
収
益
確
保
策
も
手
探
り
が
続

く
。
Ｊ
Ｄ
Ｉ
の
技
術
供
与
で
中

国
に
有
機
Ｅ
Ｌ
工
場
を
新
設
す

る
計
画
が
検
討
さ
れ
る
が
、
実

現
性
は
不
透
明
。
ま
ず
は
市
場

が
縮
む
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け

の
設
備
を
見
直
し
、
車
載
向
け

に
軸
足
を
移
す
構
造
改
革
が
急

務
だ
。
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に

中
国
や
台
湾
へ
の
生
産
移
管
も

浮
上
し
そ
う
だ
が
、
国
内
工
場

が
立
地
す
る
地
元
と
の
調
整
は

容
易
で
は
な
い
。

　
「
『
日
の
丸
』
か
ど
う
か
で

は
な
く
、
今
後
の
経
営
戦
略
を

ど
う
描
く
か
が
問
題
だ
。
こ
う

し
た
状
況
は
今
な
っ
た
の
で
は

な
く
、
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
分
か

っ
て
い
た
こ
と
だ
」
（
主
力
取

引
銀
行
幹
部
）
。
落
日
の
「
日

の
丸
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
」
の
命
運

は
中
台
勢
に
委
ね
ら
れ
た
。

（
記
事
・
写
真
は
時
事
）

資
本
増
強
に
つ
い
て
記
者
会
見
す
る

ジ
ャ
パ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
Ｊ
Ｄ

Ｉ
）
の
月
崎
義
幸
社
長
＝
12
日
午

後
、
東
京
都
港
区

2012年４月		 産業革新機構主導でソニー、日
立製作所、東芝の液晶事業統合
し発足

	 14年３月	 東証１部に上場
	 15年３月	 上場後初めての通年決算で赤字

転落
	 12月	 シャープ液晶事業と統合案浮上
	 16年２月	 革新機構、シャープ争奪戦で鴻

海（ホンハイ）精密工業に敗北
	 12月	 革新機構、有機ＥＬ開発資金と

して750億円の追加支援決定
	 17年８月	 国内外3700人削減や革新機構の

融資保証など構造改革策発表
	 18年３月	 過去最大となる2472億円の赤

字。革新機構支援と海外投資家
など向け増資で550億円調達計画
発表

	 19年２月	 米アップル販売不振や中国経済
減速で５年ぶりの黒字化断念

	 ４月	 中台連合など支援で1170億円の
資本増強決定、同連合傘下に

ジャパンディスプレイの歩み

日の丸ディスプレー落日
 迷走の果て中台傘下入り

ＪＤＩ再建見通せず

　
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
レ
ー
ザ

ー
・
写
真
測
量
を
手
が
け
る
テ

ラ
ド
ロ
ー
ン
（
本
社
・
東
京
都

渋
谷
区
）
の
現
地
法
人
、
テ
ラ

ド
ロ
ー
ン
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

こ
の
ほ
ど
、
東
ジ
ャ
ワ
州
、
バ

リ
州
で
、
国
営
電
力
Ｐ
Ｌ
Ｎ
が

所
有
す
る
送
電
線
の
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
点
検
の
実
験
を
行
っ
た

と
発
表
し
た
。

　
実
験
に
は
電
力
中
央
研
究
所

（
本
社
・
東
京
都
千
代
田
区
）

が
協
力
し
た
。
約
10
分
間
の
飛

行
で
、
鉄
塔
４
本
を
含
む
計
２

キ
ロ
の
送
電
線
を
点
検
。
同
研

究
所
と
共
同
開
発
し
た
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
、

送
電
線
間
の
距
離
の
測
定
、
緩

ん
だ
部
品
の
特
定
な
ど
を
行
っ

た
。

　
同
社
は
従
来
の
点
検
作
業
で

は
、
作
業
員
が
高
所
や
高
圧
電

流
が
流
れ
る
電
線
、
電
柱
付
近

で
危
険
が
伴
う
作
業
を
行
っ
て

い
た
と
指
摘
。
ド
ロ
ー
ン
の
利

用
で
危
険
性
の
低
減
、
人
件
費

な
ど
の
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
で

き
る
と
し
て
い
る
。

　
テ
ラ
ド
ロ
ー
ン
は
日
本
国
内

に
７
支
社
を
持
ち
、
世
界
20
カ

国
に
展
開
し
て
い
る
。
海
外
で

は
オ
イ
ル
や
ガ
ス
、
電
力
な
ど

の
分
野
で
保
守
・
点
検
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
を
加
速
さ
せ
て
い

る
。
　
　
　
（
大
野
航
太
郎
）

記
念
撮
影
を
す
る
関
係
者
ら
＝
い
ず

れ
も
同
社
提
供

実
験
の
点
検
レ
ポ
ー
ト

ドローンで送電線点検
バリ、東ジャワで実験

テラドローン

　
大
手
財
閥
シ
ナ
ー
ル
マ
ス
と

双
日
が
出
資
、
西
ジ
ャ
ワ
州
ブ

カ
シ
県
デ
ル
タ
マ
ス
の
開
発
を

手
が
け
る
プ
ラ
デ
ル
タ
・
レ
ス

タ
リ
は
23
日
、
中
央
ジ
ャ
カ
ル

タ
で
定
時
株
主
総
会
を
開
い

た
。
水
池
祐
氏
に
代
わ
り
、
３

回
目
の
駐
在
と
な
る
余
根
田
紳

次
氏
（
い
ず
れ
も
双
日
か
ら
出

向
）
が
副
社
長
と
な
る
人
事
を

発
表
し
た
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ

ー
ム
ズ
と
の
合
弁
事
業
活
発
化

や
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
開
業
が
見

込
ま
れ
る
中
、
商
業
・
住
宅
分

野
の
伸
び
が
成
長
の
か
ぎ
と
な

り
そ
う
だ
。

　
同
日
開
示
さ
れ
た
２
０
１
８

年
決
算
は
売
上
高
が
１
兆
３
６

０
億
ル
ピ
ア
（
前
年
比
22
・
５

％
減
）
、
純
利
益
が
４
９
６
０

億
ル
ピ
ア
（
同
24
・
５
％
減
）

だ
っ
た
。
国
内
市
況
の
影
響
を

受
け
た
減
益
に
つ
い
て
、
余
根

田
副
社
長
は
「
（
大
統
領
選
挙

前
な
ど
の
状
況
が
あ
り
）
全
体

的
に
様
子
見
感
が
あ
っ
た
。
そ

の
中
で
は
ま
ず
ま
ず
の
業
績
だ

っ
た
」
と
振
り
返
る
。
ホ
ン
キ

ー
・
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ナ
ン
タ
ン

社
長
も
、
選
挙
が
終
わ
り
上
向

き
基
調
に
あ
る
と
説
明
し
た
。

　
現
状
は
売
り
上
げ
の
８
割
以

上
を
工
業
用
地
向
け
で
占
め
て

商
業
・
住
宅
分
野
に
伸
び

プ
ラ
デ
ル
タ・レ
ス
タ
リ  

余
根
田
氏
が
副
社
長
就
任

く
、
強
み
と
な
り
そ
う
だ
。

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
と

の
合
弁
事
業
に
よ
る
住
宅
建

設
、
21
年
を
目
標
に
し
て
い
る

イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン
な

ど
、
総
合
的
な
都
市
形
成
を
見

据
え
て
事
業
を
進
め
る
。

　
株
主
総
会
で
は
同
社
が
土

地
・
建
物
を
賃
貸
す
る
契
約
を

結
び
、
こ
の
ほ
ど
デ
ル
タ
マ
ス

に
開
校
し
た
チ
カ
ラ
ン
日
本
人

学
校
（
Ｃ
Ｊ
Ｓ
）
に
つ
い
て

も
、
投
資
家
に
意
義
を
説
明
し

た
。  

（
平
野
慧
、
写
真
も
）

い
る
。
一
方
で
、
開
発
エ
リ
ア

全
体
（
約
３
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
の
46
％
が
商
業
・
住
宅
向

け
用
地
だ
。
開
発
余
力
も
大
き

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
ゴ
ー
ベ

ル
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
23
日
、

南
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
会
見
を
開

き
、
ミ
ラ
ー
レ
ス
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
の
フ
ル
サ
イ
ズ
モ
デ
ル

「
ル
ミ
ッ
ク
ス
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
」

の
発
売
を
発
表
し
た
。
２
０
０

８
年
か
ら
国
内
で
販
売
し
て
い

る
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
よ
り
高
性
能
な

機
種
で
、
プ
ロ
や
ハ
イ
ア
マ
チ

ュ
ア
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
５
月
か
ら
の
販
売
を
予
定
し

て
お
り
、
た
ば
こ
大
手
ジ
ャ
ル

ム
子
会
社
の
電
子
商
取
引
（
Ｅ

Ｃ
）
ブ
リ
ブ
リ
・
コ
ム
で
予
約

受
付
を
開
始
し
た
。
販
売
さ
れ

る
の
は
有
効
画
素
数
２
４
２
０

万
画
素
の
Ｓ
１
（
本
体
３
７
９

９
万
ル
ピ
ア
）
と
同
４
７
３
０

万
画
素
の
Ｓ
１
Ｒ
（
同
５
５
９

９
万
ル
ピ
ア
）
。

　
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
と
は
レ
ン
ズ
の

互
換
性
は
な
い
が
、
レ
ン
ズ
メ

ー
カ
ー
の
シ
グ
マ
や
ラ
イ
カ
と

供
用
を
進
め
る
Ｌ
マ
ウ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
る
。

　
同
社
は
２
０
０
８
年
か
ら
ル

ミ
ッ
ク
ス
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
を
国
内

で
発
売
、
新
モ
デ
ル
を
投
入
し

て
き
た
が
、
人
気
の
高
い
ミ
ラ

ー
レ
ス
市
場
は
競
合
も
多
く
、

昨
年
の
同
社
の
市
場
シ
ェ
ア
は

10
％
前
後
に
と
ど
ま
る
。

　
ア
グ
ン
・
ア
リ
エ
フ
ィ
ア
ン

デ
ィ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

ャ
ー
は
「
既
存
モ
デ
ル
よ
り
価

格
は
上
が
る
が
、
性
能
を
考
え

れ
ば
決
し
て
高
額
で
は
な
い
」

と
説
明
。
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
よ
り
高

性
能
な
機
種
を
求
め
る
層
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
首

都
圏
な
ど
で
販
売
を
進
め
る
と

い
う
。

（
大
野
航
太
郎
、
写
真
も
）

■リンク・アジャ、再び延期
　国営企業省は22日、国営企業系のＱＲ
コード決済アプリケーション「リンク・
アジャ」のサービス開始を、再び延期す
ると発表した。当初は20～21日運用開始
を見込んでいたが、システムの移行に時
間がかかっているという。

ル
ミ
ッ
ク
ス
Ｓ
シ
リ
ー
ズ

フ
ル
サ
イ
ズ
ミ
ラ
ー
レ
ス
発
売

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

水池氏（左から４人目）に代わり副社長に就
任した余根田氏（同３人目）

ルミックスＳシリーズの発売を発
表する関係者ら


